
 

『
訪
日
外
国
人
観
光
体
験
需
要
調
査
』

で
わ
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
は
、「
癒
し
・

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」「
気
分
転
換
」な
ど
が

目
的
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
旅
行
を
好
む
日

本
人
に
対
し
、
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
体

験
を
求
め
る
外
国
人
旅
行
者
の
姿
（
表

１
。
外
国
人
旅
行
者
で
は
「
ベ
ー
シ
ッ

ク
旅
行
」以
外
の
項
目
で
高
い
ス
コ
ア

が
出
て
い
る
）。
本
特
集
で
は
こ
れ
を

さ
ら
に
掘
り
下
げ
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
テ
ー
マ
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、

そ
れ
を
コ
ン
テ
ン
ツ
化
す
る
に
は
何
が

必
要
な
の
か
を
考
え
て
み
た
。
日
本
人

国
内
旅
行
者
向
け
で
は
難
し
か
っ
た
、

新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
の
ヒ
ン

ト
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

外
国
人
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
が

新
た
な
有
力
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
む

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん﹁jalan

﹂
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、﹁
道
﹂﹁
プ

ロ
セ
ス
﹂
の
意
味
で
す
。﹁jalan  jalan

﹂
で
、﹁
散

歩
す
る
﹂﹁
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
﹂﹁
旅
行
す
る
﹂

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

﹁
あ
り
が
と
う
﹂の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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外国人旅行者が急増し、各地で独特のニーズが
実感されつつある今、じゃらんリサーチセンターの

『訪日外国人観光体験需要調査』でも日本人とは異なる
外国人旅行者ならではのニーズが浮かび上がった。
今後ますます増える外国人のニーズにより、
売れるコンテンツは変わるのか？
今後期待できそうなテーマと
そのコンテンツ化について考える。
撮影（Ｐ14〜15）＝佐藤兼永　調査協力＝株式会社サーチライト

表1　「今後経験・実施したいこと」因⼦分析の結果と得点

※「訪⽇外国⼈観光体験需要調査」より。117種類の「今後経験・実施してみたいもの」（＝ニーズ）を、⽇本⼈、および外国⼈あわせて因⼦分析
※ピンク網掛けは0.1以上で1位の国、紫の網掛けは0.1以上で2位の国、薄紫の網掛けは0.1以上で3位の国（縦に比較）

日本
韓国
中国
アメリカ
インド
ドイツ

特別体験・アクティビティ ベーシック旅行 和体験 文化 テーマパーク

0.12

‐0.26

‐0.34

‐0.11

‐0.09

‐0.43

‐0.28

0.01

0.61

0.88

1.19

0.24

‐0.18

‐0.13

0.12

0.71

0.90

0.21

‐0.20

0.20

0.26

0.70

0.63

0.23

‐0.02

0.01

0.02

0.09

0.28

‐0.19

「訪日外国人観光体験需要調査」より
古民家、祭り、廃墟、公園…

外国人観光客で変わる？
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『
訪
日
外
国
人
観
光
体
験
需
要
調
査
』

は
、
日
本
人
と
、
訪
日
経
験
の
あ
る
５

カ
国
（
韓
国
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン

ド
、
ド
イ
ツ
）の
居
住
者
に
対
し
、
訪

日
旅
行
中
に
実
施
し
た
こ
と
や
飲
食
し

た
も
の
、
今
後
実
施
し
た
い
こ
と
な
ど

を
尋
ね
た
調
査
で
あ
る
（
調
査
概
要
は

Ｐ
６
）。

　

対
象
の
５
カ
国
は
、
傾
向
の
違
う
市

場
に
つ
い
て
幅
広
く
知
る
た
め
に
選
ん

だ
。
た
と
え
ば
韓
国
と
中
国
は
い
ず
れ

も
訪
日
旅
行
者
が
最
も
多
い
国
だ
が
、

韓
国
は
個
人
旅
行
者
が
多
く
滞
在
日
数

が
短
い
、
中
国
で
は
団
体
旅
行
が
多
く

旅
行
中
の
消
費
額
が
大
き
い
、
と
い
う

よ
う
に
目
立
っ
た
違
い
が
あ
る
。
そ
の

他
、
ア
ジ
ア
以
外
で
最
も
訪
日
旅
行
者

数
が
多
い
ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
同
様
高

齢
化
が
進
ん
で
い
て
文
化
的
な
テ
ー
マ

文
化
的
に
異
な
る
５
カ
国
と

日
本
を
比
較
し
て
ニ
ー
ズ
を
知
る

59 歌舞伎・能を観る
60 演劇を観る
61 コンサートやフェスに行く
62 現地の歴史・遺産にふれる旅行
63 お城
64 神社・仏閣
65 古墳
66 世界遺産をめぐる
67 秘境を訪ねる
68 賑やかな雑然とした繁華街を楽しむ
69 デパ地下巡り
70 相撲を観に行く
71 プロ野球を観に行く
72 Jリーグ（サッカー）を観に行く
73 その他プロスポーツを観に行く
74 メイドカフェ
75 ロボットレストラン
76 東京ディズニーリゾート®

77 ユニバーサルスタジオジャパン®

78 遊園地
79 テーマパーク（東京ディズニーリゾート®・ユニバーサルスタジオジャパン®以外）
80 カラオケ
81 屋形船・納涼船
82 農業体験
83 陶芸体験
84 紙すき体験
85 日本画体験
86 茶道体験
87 書道体験
88 華道体験
89 盆栽体験
90 座禅体験
91 折り紙体験
92 和太鼓体験
93 忍者屋敷
94 着物の着付け体験
95 舞妓・芸妓体験
96 人力車に乗る
97 食品サンプルづくり
98 ダム見学
99 廃墟見学
100 お遍路・札所めぐり
101 御朱印集め
102 電化製品の買物
103 ファッション類の買物
104 消耗品（食品、酒類、化粧品、薬品等）の買物
105 電車で居眠りする
106 ネットカフェなどで寝る
107 インターネットカフェ・漫画喫茶
108 睡眠カフェ・シティホテルのお昼寝コース
109 都市公園の散策
110  日本庭園の散策
111  キャンプ場で野外の生活を楽しむ
112  イルミネーションイベント・夜景・花火を楽しむ
113  ゲームセンター・パチンコ・パチスロを楽しむ
114  ディスコ・クラブ
115  スナック・キャバレー・ラウンジ・キャバクラ
116  ガールズバー
117  ホストクラブ

1  心身を癒す、リフレッシュ旅行
2  ウェルネス（ヘルス）ツーリズム※

3  温泉（療養とは関係なし）
4  湯治（主に療養目的）
5  外湯めぐり（宿泊客以外にも開放している温泉をめぐる）
6  足湯
7  岩盤浴
8  健康ランド・スパリゾート
9  自然景観を楽しむ
10 富士山
11  滝・渓流
12 桜を楽しむ
13 紅葉を楽しむ
14 雪景色を楽しむ
15 絶景を観に行く
16 環境を変えて気分転換をする
17 郷土料理を食べる
18 郷土料理以外でそこにしかないおいしいものを食べる
19 日本酒を楽しむ
20 料理を作る体験
21 酒蔵見学ツアー
22 ワイナリー見学ツアー
23 家族や恋人などと絆を深める
24 平日やオフシーズンなどに行くお得な旅行
25 友人・仲間との関係を強くする
26 親孝行ができる
27 有名・ハイクラスな宿に泊まる
28 旅館に泊まる
29 古民家に泊まる
30 民宿に泊まる
31 カプセルホテルに泊まる
32 登山・トレッキング
33 サイクリング
34 スキー・スノボ
35 カヌー・ラフティング
36 川下り
37 皇居ラン
38 グランピング（リッチに滞在できるキャンプやバーベキュー）
39 カラーラン（色とりどりのカラーパウダーを浴びながら
　 5km程度のコースを走る）
40 ホースバックライディングツアー（乗馬でのトレイル）
41 カートで一般道をドライブ
42 アニメ・漫画に関連するスポットやイベントを楽しむ
43 映画・テレビのロケ地・舞台を訪ねる
44 地方のひなびた日本の原点の風情を味わう
45 田舎暮らしを体験する
46 日本一周旅行
47 鉄道を利用した旅行
48 新幹線に乗る・見る
49 満員電車に乗る・見る
50 LCCやパック、クーポンなどを利用したお得な旅行
51 はっきりと目的地を決めずに、ふらりと行く旅行
52 混んでいない場所を選んで行く旅行
53 現地の人の暮らしぶりにふれる
54 工場見学やものづくりの現場を訪ねる旅行
55 知的な好奇心・探究心を満たす旅行
56 祭りを楽しむ旅行
57 美術館・博物館
58 動物園・植物園

表2　「訪日外国人観光体験需要調査」で尋ねた全項目

外
国
人
旅
行
者
が
日
本
の
旅
に
求
め
る
も
の
と
、
日
本
人
の
そ
れ
は
違
う
。

大
き
な
傾
向
が
つ
か
め
た
と
こ
ろ
で
改
め
て
、

一
つ
ひ
と
つ
の
細
か
い
項
目
に
つ
い
て
比
較
、
分
析
を
し
て
み
た
。

各
項
目
を
比
較
し
て
わ
か
っ
た

外
国
人
旅
行
者
が
し
た
い
こ
と
、

日
本
人
旅
行
者
が
し
た
い
こ
と

Pick Up Data
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データ
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電化製品の買物

自然景観を楽しむ

ファッション類の買物

富士山

温泉（療養とは関係なし）

スキー・スノボ

ウェルネス（ヘルス）ツーリズム※

桜を楽しむ

心身を癒す、リフレッシュ旅行

田舎暮らしを体験する

現地の歴史・遺産にふれる旅行

消耗品（食品、酒類、化粧品、薬品等）の買物

川下り

⽇本庭園の散策

神社・仏閣

イルミネーションイベント・夜景・花火を楽しむ

世界遺産をめぐる

秘境を訪ねる

廃墟見学

カヌー・ラフティング

⽇本一周旅行

都市公園の散策
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39.0
35.0
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31.0
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30.0
29.0
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28.0
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27.0
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26.0
26.0
26.0
25.0
25.0
25.0
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7.0

23.2

58.0

9.6

13.7

33.4

50.7

5.3

16.8
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8.6
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22.7

13.5
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14.5

4.3

6.7

17.2
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 中国 （n=100）
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17
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心身を癒す、リフレッシュ旅行

温泉（療養とは関係なし）

⽇本庭園の散策

消耗品（食品、酒類、化粧品、薬品等）の買物

都市公園の散策

秘境を訪ねる

自然景観を楽しむ

地方のひなびた⽇本の原点の風情を味わう

ファッション類の買物

祭りを楽しむ旅行

現地の歴史・遺産にふれる旅行

⽇本一周旅行

桜を楽しむ

旅館に泊まる

鉄道を利用した旅行

新幹線に乗る・見る

外湯めぐり（宿泊客以外にも開放している温泉をめぐる）

賑やかな雑然とした繁華街を楽しむ

ウェルネス（ヘルス）ツーリズム※

雪景色を楽しむ

環境を変えて気分転換をする

郷土料理を食べる

世界遺産をめぐる

47.0
43.0
39.0
36.0
36.0
35.0
33.0
32.0
31.0
30.0
29.0
28.0
26.0
26.0
26.0
26.0
23.0
23.0
22.0
22.0
22.0
22.0
22.0

50.7

58.0

13.0

5.0

6.5

14.5

35.5

6.8

7.0

13.1

16.8

17.2

33.4

27.7

22.0

18.4

17.8

6.8

13.7

26.6

24.8

36.0
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17
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19
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表3　今後、訪日旅行で経験・実施したいことベスト20（国別） （単位＝％）

※スパや温泉、ヨガなど、健康や精神的幸福を増進させるためのアクティビティを組み合わせた旅行

外国と⽇本に20ポイント以上の差がある項目

温泉（療養とは関係なし）

心身を癒す、リフレッシュ旅行

紅葉を楽しむ

絶景を観に行く

郷土料理を食べる

自然景観を楽しむ

桜を楽しむ

郷土料理以外でそこにしかないおいしいものを食べる

有名・ハイクラスな宿に泊まる

家族や恋⼈などと絆を深める

旅館に泊まる

雪景色を楽しむ

環境を変えて気分転換をする

滝・渓流

富士山

神社・仏閣

世界遺産をめぐる

東京ディズニーリゾート®

鉄道を利用した旅行

平⽇やオフシーズンなどに行くお得な旅行

58.0
50.7
39.4
37.2
36.0
35.5
33.4
29.8
29.8
28.5
27.7
26.6
24.8
23.3
23.2
22.7
22.7
22.7
22.0
21.7

 日本 （n=1030）

1

2

3

4

5

6

7

8

8

10
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14

15

16

16

16

19

20

お城

心身を癒す、リフレッシュ旅行

温泉（療養とは関係なし）

自然景観を楽しむ

現地の歴史・遺産にふれる旅行

郷土料理を食べる

⽇本一周旅行

滝・渓流

⽇本庭園の散策

古墳

電化製品の買物

廃墟見学

ウェルネス（ヘルス）ツーリズム※

新幹線に乗る・見る

食品サンプルづくり

消耗品（食品、酒類、化粧品、薬品等）の買物

世界遺産をめぐる

祭りを楽しむ旅行

神社・仏閣

都市公園の散策

49.0
47.0
44.0
43.0
42.0
40.0
38.0
37.0
37.0
36.0
36.0
35.0
34.0
34.0
34.0
34.0
33.0
32.0
32.0
32.0

20.7

50.7

58.0

35.5

16.8

36.0

17.2

23.3

13.0

7.0

2.5

4.3

13.7

18.4

4.8

5.0

22.7

13.1

22.7

6.5

 アメリカ （n=100）

1
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3

4

5

6
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8

8

10

10

12

13

13

13

13

17

18

18

18

⽇本庭園の散策

自然景観を楽しむ

桜を楽しむ

お城

滝・渓流

神社・仏閣

心身を癒す、リフレッシュ旅行

富士山

世界遺産をめぐる

ウェルネス（ヘルス）ツーリズム※

美術館・博物館

現地の歴史・遺産にふれる旅行

川下り

サイクリング

⽇本一周旅行

廃墟見学

外湯めぐり（宿泊客以外にも開放している温泉をめぐる）

旅館に泊まる

現地の⼈の暮らしぶりにふれる

都市公園の散策

33.0
31.0
31.0
31.0
29.0
28.0
26.0
25.0
25.0
24.0
24.0
24.0
23.0
22.0
22.0
21.0
19.0
19.0
19.0
19.0

13.0

35.5

33.4

20.7

23.3

22.7

50.7

23.2

22.7

13.7

17.7

16.8

8.6

6.4

17.2

4.3

17.8

27.7

4.0

6.5

ドイツ （n=100）

1

2

2

2

5

6

7

8

8

10

10

10

13

14

14

16

17

17

17

17

心身を癒す、リフレッシュ旅行

世界遺産をめぐる

電化製品の買物

ウェルネス（ヘルス）ツーリズム※

お遍路・札所めぐり

自然景観を楽しむ

ファッション類の買物

川下り

消耗品（食品、酒類、化粧品、薬品等）の買物

都市公園の散策

新幹線に乗る・見る

お城

古墳

⽇本庭園の散策

神社・仏閣

古民家に泊まる

皇居ラン

東京ディズニーリゾート®

滝・渓流

絶景を観に行く

登山・トレッキング

スキー・スノボ

⽇本一周旅行

44.0
41.0
41.0
39.0
37.0
36.0
36.0
35.0
35.0
35.0
34.0
34.0
34.0
34.0
33.0
32.0
32.0
32.0
31.0
31.0
31.0
31.0
31.0

50.7

22.7

2.5

13.7

5.9

35.5

7.0

8.6

5.0

6.5

18.4

20.7

7.0

13.0

22.7

10.0

1.6

22.7

23.3

37.2

10.2

9.6

17.2

 インド （n=100）

1

2

2

4

5

6

6

8

8

8

11

11

11

11

15

16

16

16

19

19

19

19

19

（n=1030）（n=1030）

（n=1030）

（n=1030）

（n=1030）
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に
も
関
心
の
高
い
ド
イ
ツ
、
現
状
の
訪

日
旅
行
者
数
は
少
な
い
が
人
口
や
経
済

的
な
予
測
を
考
え
る
と
今
後
注
目
度
の

上
が
り
そ
う
な
イ
ン
ド
を
選
ん
で
い
る
。

調
査
項
目
は
表
２
に
挙
げ
た
全
１
１
７

項
目
と
し
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
「
実
施

し
た
こ
と
」「
今
後
経
験
、
実
施
し
た
い

こ
と
」な
ど
を
す
べ
て
選
ぶ
形
式
と
し

た
。
こ
こ
ま
で
細
分
化
し
て
尋
ね
た
の

は
、
今
ま
で
捉
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

細
か
な
実
態
や
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し

を
狙
っ
た
た
め
だ
。

　

調
査
結
果
で
は
各
国
ご
と
に
特
徴
的

な
ニ
ー
ズ
が
浮
か
び
上
が
っ
た
が
、
今

回
は
と
く
に
外
国
人
旅
行
者
と
日
本
人

国
内
旅
行
者
の
違
い
を
み
る
た
め
、
両

者
の
比
較
に
主
眼
を
置
い
て
み
よ
う
。

　

表
３
は
、
各
国
の
「
今
後
経
験
・
実

施
し
た
い
こ
と
」の
ベ
ス
ト
20
だ
が
、

日
本
以
外
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
国
内

旅
行
者
と
の
数
値
の
違
い
も
示
し
た
。

外
国
人
旅
行
者
が
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
上

回
っ
た
項
目
に
網
掛
け
を
施
し
た
が
、

こ
う
し
て
見
る
と
、
日
本
人
国
内
旅
行

者
が
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な
い
コ
ン
テ

ン
ツ
に
も
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
人
気

の
高
い
も
の
が
数
多
く
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
韓
国
は
、
ト
ッ
プ
２
は
日
本
と

同
じ
で
日
本
人
の
国
内
旅
行
に
近
い
印

象
も
与
え
る
が
、買
い
物
や
、秘
境
、地

方
の
風
情
な
ど
日
本
の
日
常
文
化
や
地

域
へ
の
関
心
の
高
さ
は
日
本
人
の
国
内

旅
行
と
は
大
き
く
異
な
る
。
中
国
で
は

や
は
り
買
い
物
人
気
が
高
い
が
、
ス
キ

ー
・
ス
ノ
ボ
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ

の
関
心
に
は
日
本
人
と
大
き
な
差
が
あ

る
（
川
下
り
に
つ
い
て
も
19
・
４
ポ
イ

ン
ト
差
）ほ
か
、
田
舎
暮
ら
し
、
廃
墟

に
も
日
本
人
と
は
違
う
関
心
を
寄
せ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
「
お
城
」「
古
墳
」

「
廃
墟
」な
ど
日
本
の
歴
史
文
化
に
つ
い

て
の
項
目
で
日
本
人
と
の
大
き
な
違
い

が
出
た
。
イ
ン
ド
は
全
体
的
に
数
値
が

高
い
が
、「
お
遍
路
」「
古
墳
」「
古
民
家
」

な
ど
日
本
の
文
化
や
歴
史
へ
の
関
心
と
、

「
川
下
り
」「
皇
居
ラ
ン
」「
登
山
・
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
」な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
体
験

へ
の
期
待
も
大
き
い
の
が
日
本
と
の
違

い
だ
。
全
体
的
に
数
値
が
低
い
ド
イ
ツ

で
は
、
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
が
つ
い

日
本
人
人
気
の
低
い
資
源
も

外
国
人
に
は
ニ
ー
ズ
が
あ
る

日本
（n=1030）

韓国
（n=100）

中国
（n=100）

アメリカ
（n=100）

インド
（n=100）

ドイツ
（n=100）

表4　日本人の意向が低く、外国人の意向が高い項目
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10.0

10.2

9.6

8.6

1.6

6.8

5.3

17.2

18.4

13.1

16.8

7.0

14.5

4.8

4.3

5.9

2.5

7.0

5.0

6.5

13.0

13.5

23.0

1.0

15.0

10.0

2.0

12.0
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19.0

28.0

26.0

30.0

29.0

5.0

35.0

7.0

4.0

7.0

14.0

31.0

36.0

36.0

39.0

18.0

10.0

9.0

16.0

33.0

28.0

15.0

17.0

30.0

25.0

17.0

7.0

29.0

17.0

26.0

21.0

26.0

9.0

47.0

40.0

29.0

25.0

28.0

27.0

19.0

24.0

25.0

16.0

18.0

31.0

22.0

29.0

38.0

34.0

32.0

42.0

36.0

22.0

34.0

35.0

17.0

36.0

31.0

34.0

32.0

37.0

27.0

30.0

32.0

31.0

31.0

35.0

32.0

23.0

20.0

31.0

34.0

23.0

30.0

34.0

30.0

23.0

23.0

37.0

41.0

36.0

35.0

35.0

34.0

30.0

19.0

5.0

11.0

4.0

23.0

12.0

18.0

17.0

22.0

13.0

18.0

24.0

18.0

15.0

6.0

21.0

17.0

17.0

16.0

14.0

19.0

33.0

17.0

外湯めぐり（宿泊客以外にも開放している温泉をめぐる）

古民家に泊まる

登山・トレッキング

スキー・スノボ

川下り

皇居ラン

地方のひなびた⽇本の原点の風情を味わう

田舎暮らしを体験する

⽇本一周旅行

新幹線に乗る・見る

祭りを楽しむ旅行

現地の歴史・遺産にふれる旅行

古墳

秘境を訪ねる

食品サンプルづくり

廃墟見学

お遍路・札所めぐり

電化製品の買物

ファッション類の買物

消耗品（食品、酒類、化粧品、薬品等）の買物

都市公園の散策

⽇本庭園の散策

イルミネーションイベント・夜景・花火を楽しむ

Pick Up Data

「訪日外国人観光体験需要調査」
⽇本の観光資源のポテンシャルを探るため、⽇
本⼈と外国⼈に対し同様の調査票で①と②の
調査を行った。

調査対象者

回収数
（割付）

調査方法

調査期間

❶日本人の調査

□中国、韓国、アメリカ、ドイツ、
インド国籍の20歳以上の男女

（株式会社クロス・マーケティン
グの登録・提携モニター）

□観光目的で⽇本に旅行をした
経験を持つ⼈

□訪⽇経験は最長で5年以内に
限定

　直近１年以内221⼈（44.2％）
　直近２年〜３年以内187⼈
　（37.4％）
　直近４年〜５年以内92⼈
　（18.4％）

□各国100⼈×５カ国 計500⼈
□各国ごとに性別・年代（20代

／30代／40代／50歳以上）
で均等割付（端数が発生する
ため実際の回収数は以下）

　●男性20代12⼈、男性30代
12⼈、男性40代13⼈、男性50
歳以上13⼈／●女性20代12
⼈、女性30代12⼈、女性40
代13⼈、女性50歳以上13⼈

　計100⼈

2017年11月13⽇(月)〜
2017年11月21⽇(火)

❷訪日外国人の調査

全国20歳以上の男女（株式会
社マクロミルの登録モニター）

性別・年代（20代／30代／40代
／50代／60歳以上）により均
等割り付け
各103⼈
計1,030⼈

インターネット調査

2017年11月15⽇(水)〜
2017年11月17⽇(金)

調査対象者

回収数
（割付）

調査期間

調査概要

※⽇本⼈の意向が20％未満かつ、外国⼈のいずれかで30％を超える項目を集めた。
※注目のテーマについて赤枠で囲んだ（詳細はP8〜）

45％以上
40％以上
35％以上
30％以上

25％以上
20％以上
15％以上

6　June  2018



た
項
目
は
「
日
本
庭
園
の
散
策
」の
み

だ
が
、
日
本
人
の
関
心
の
低
い
「
川
下

り
」や
「
廃
墟
見
学
」を
２
割
以
上
が
支

持
す
る
な
ど
傾
向
の
違
い
は
み
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
「
日
本
人
の
意
向
は
低
い

が
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
が
高
い
」項

目
を
集
め
た
の
が
表
４
。
国
内
旅
行
の

目
的
に
な
り
に
く
い
「
買
い
物
」の
人

気
が
高
い
ほ
か
、「
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
」「
川
下
り
」な
ど
自
然
系
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
や
「
古
民
家
」「
田
舎
暮
ら

し
」と
い
っ
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
日

本
体
験
、「
歴
史
」「
古
墳
」「
廃
墟
」な
ど

歴
史
や
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
に
関
心
を
示
す
の
は
、
日
本
人
よ
り

外
国
人
で
あ
る
よ
う
だ
。
文
化
的
に
も

大
き
く
違
う
５
つ
の
国
を
ひ
と
く
く
り

に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
外
国
人

旅
行
者
に
と
っ
て
の
日
本
旅
行
は
「
海

外
旅
行
」。
日
本
旅
行
＝
国
内
旅
行
で

あ
る
日
本
人
と
の
違
い
は
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
外

国
人
が
増
え
れ
ば
、
観
光
ニ
ー
ズ
は

「
国
内
旅
行
」の
ニ
ー
ズ
か
ら
「
海
外
旅

行
」の
ニ
ー
ズ
に
シ
フ
ト
し
、
コ
ン
テ

ン
ツ
の
人
気
勢
力
図
が
大
き
く
変
わ
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
こ
こ
ま
で
の
分

析
を
も
と
に
注
目
し
た
４
テ
ー
マ
に
つ

い
て
コ
ン
テ
ン
ツ
化
の
方
法
を
考
え
て

み
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
人
の
国
内
旅
行

向
け
に
は
あ
ま
り
開
発
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
テ
ー
マ
だ
け
に
、
活
用
に
は
ハ
ー

ド
ル
も
あ
る
が
、
ど
う
解
消
す
れ
ば
活

用
が
可
能
に
な
る
の
か
、
す
で
に
取
り

組
ん
で
い
る
人
の
話
か
ら
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
て
み
た
い
。

外
国
人
に
よ
る
人
気
が
変
え
る

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
勢
力
図

人気勢力が変わる？
注目4テーマ

保存か？放置か？廃墟観光の持つジレンマを整理
しつつ、コンテンツ化に成功した「マヤ遺跡ガイド
ウォーク」のポイントを探る。

テーマ 

➡P12
廃墟3

保存のためには宿泊施設などとして観光に活かし
たい古民家。アメリカやインドでの高い支持の理
由や、活用のポイントを考える。

➡P8
テーマ 古民家1

運営側の担い手不足や経済的な限界から危機に
ある地域の祭りを、外国人旅行者をうまく取り入
れることで存続させる方法とは？

テーマ 

➡P10
祭り2

実は各国で大きな支持を集めた都市公園。実際に
都市公園に来ている外国人旅行者に来訪理由を
聞くことで、ニーズの理由を考える。

テーマ 

➡P14
都市公園4

外国人にも日本人にも
人気のテーマ
　本記事では、外国人の体験ニーズのう
ち日本人とは違う傾向に注目しているが、
なかには双方にとってニーズの高い項目
もある。「心身を癒す、リフレッシュ旅行」

「自然景観」「温泉」は外国合計、日本の
双方でベスト5に入る最重要項目。「桜」

「郷土料理」は、日本人のほうが支持率は
高いが外国人の間でも人気のコンテンツ
だ。これらについては、外国人、日本人
にかかわらず、引き続き力を入れるべきポ
イントといえる。
　また、日本の文化や歴史に関する項目
はどちらかというと外国人に注目されや
すいが、「お城」「世界遺産」「神社・仏閣」
では日本人のニーズも高い。これらは50
代、60代で支持率の高い項目でもあり、
日本人旅行者の高齢化も見据えて活用を
考えていくべきだろう。

日本人旅行者の
体験需要とは？

 『じゃらん・遊び体験予約』のランキン
グでは、通年・インドアで楽しめるバ
イキングが人気。その他、冬・春のい
ちご狩り、夏のマリンスポーツなど季
節性が出やすいという特徴もある。詳
しくは本誌49号でも紹介しているの
でご参照いただきたい。
　一方、宿が体験コンテンツを提供し
ているケースでは、シニアを中心に

「押し花作り体験」など、体験時間が
短く手軽に持ち帰れるものが支持さ
れている様子も見られる。「リフレッシ
ュ」や「絆を深めること」が主目的の日
本人国内旅行では、短時間でできて
記念品になる体験には一定のニーズ
があるようだ。

「短時間」「持ち帰れる」が
シニアに人気

「今後、日本の旅行で経験・
実施したいこと」のうち外国人、
日本人双方で支持率の高い項目

（「外国合計」でベスト20、
かつ「日本」で20％以上のもの）

●心身を癒す、リフレッシュ旅行
●自然景観を楽しむ
●温泉（療養とは関係なし）　●お城
●世界遺産をめぐる　●神社・仏閣
●桜を楽しむ　●富士山
●郷土料理を食べる　●滝・渓流
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調
査
結
果
で
は
ア
メ
リ
カ
で
24
・
０

％
、
イ
ン
ド
で
32
・
０
％
の
支
持
を
得

た
「
古
民
家
に
泊
ま
る
」。
東
京
・
入
谷

で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
『
t
o
c
o
．』を
経
営

す
る
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
の

宮
嶌
智
子
さ
ん
は
、「『
旅
館
に
泊
ま

る
』よ
り
支
持
率
が
高
い※

の
は
や
や
意

外
。
も
し
か
し
た
ら
『
旅
館
は
高
い
』、

『
英
語
が
通
じ
に
く
い
』と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
古
民
家
は
、

安
く
泊
ま
り
た
い
人
に
人
気
が
あ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
ね
」と
見
る
。

 

『
t
o
c
o
．』は
ま
さ
に
、
１
泊
３
０

０
０
円
〜
と
安
価
に
泊
ま
れ

る
相
部
屋
形
式
の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
。
開
業
当
初
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
Ｏ
Ｔ
Ａ
「
ホ
ス
テ
ル

ワ
ー
ル
ド
」へ
の
掲
載
の
み

で
集
客
し
、
現
在
は
予
約
の

大
半
が
自
社
サ
イ
ト
経
由
。

宿
泊
者
は
す
べ
て
個
人
旅
行

者
で
、
約
80
％
を
外
国
人
旅

行
者
が
占
め
る
。
国
籍
は
ア

メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
韓
国
、
タ
イ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
。
年
代
別
で
は
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
慣
れ
し
た
若
年

層
が
多
い
。

　

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
で
は

都
内
で
他
に
２
軒
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

経
営
し
て
い
る
が
、
古
民
家
活
用
は

『
t
o
c
o
．』の
み
。そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊

者
を
比
べ
る
と
「
東
京
で
の
滞
在
を
飲

ん
で
楽
し
む
ぞ
！
と
い
う
人
は
、
バ
ー

ス
ペ
ー
ス
が
広
く
と
ら
れ
て
い
る
他
の

２
つ
の
宿
を
選
ぶ
」と
宮
嶌
さ
ん
。
一

方
『
t
o
c
o
．』の
ゲ
ス
ト
は
、
日
本

の
こ
と
を
学
び
た
い
人
や
あ
る
程
度
日

本
語
を
話
せ
る
人
も
多
い
。
あ
え
て
古

民
家
を
選
ぶ
旅
行
者
の
特
徴
と
も
言
え

そ
う
だ
。

　

古
民
家
を
宿
に
す
る
に
は
、「
日
本

ら
し
い
建
物
を
体
験
し
た
い
」と
い
う

ゲ
ス
ト
の
要
望
に
応
え
る
一
方
で
、
ど

う
快
適
さ
を
担
保
す
る
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
た
と
え
ば
日
本
の
古
い
家
屋

は
断
熱
性
が
低
く
、
と
く
に
冬
の
寒
さ

は
大
き
な
課
題
。『
t
o
c
o
．』で
も

決
定
的
な
改
善
策
は
な
く
、
利
用
者
に

こ
ま
め
に
声
を
か
け
、
湯
た
ん
ぽ
や
電

気
毛
布
を
提
供
し
て
対
応
し
て
い
る
。

障
子
と
ふ
す
ま
で
仕
切
ら
れ
て
い
て
鍵

が
か
け
ら
れ
な
い
た
め
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
問
題
も
あ
る
。『
t
o
c
o
．』で
は
、

通
り
に
面
し
た
入
り
口
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
下
ろ
し
、
バ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
に
は
ナ
ン

バ
ー
ロ
ッ
ク
を
か
け
て
い
る
が
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
そ
こ
ま
で
だ
。

　

実
は
、「
日
本
の
建
物
ら
し
さ
を
損

な
わ
な
い
た
め
」と
い
う
理
由
以
外
に

も
、
古
民
家
宿
で
は
改
修
に
大
き
な
投

資
が
で
き
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ

る
。
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
古

民
家
を
宿
泊
業
に
用
途
変
更
す
る
に
は
、

本
来
は
耐
震
補
強
な
ど
莫
大
な
投
資
が

必
要
だ
。た
だ
し
例
外
と
し
て
、営
業
面

積
が
１
０
０
㎡
未
満
で
あ
れ
ば
用
途
変

更
な
し
に
宿
泊
営
業
が
で
き
る
た
め
、現

「
日
本
を
知
り
た
い
」
若
者
が

集
ま
る
古
民
家
活
用
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

古
民
家
ら
し
さ
vs
快
適
性

何
に
ど
こ
ま
で
投
資
す
る
か
？

宿泊者には木造の建物の温かみが好評で、桜や紅葉の植えられた庭も人
気。宿利用されなければ取り壊されていた建物が見事に甦った

10.0%

1.0%

9.0%

24.0%

32.0%

5.0%

意向の高さ

※「古民家」支持率の高いアメリカ、インドの「旅館」の支持率はともに16.0％

空
き
家
活
用
の
一
手
段
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
古
民
家
の
宿
利
用
。

先
行
事
業
者
の
話
か
ら
は
、
高
収
益
路
線
を
目
指
す
の
は
難
し
い
が
、

「
日
本
を
知
り
た
い
」旅
行
者
が
集
う
良
質
な
拠
点
と
な
る
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。

小
規
模
事
業
と
し
て
の
成
功
を
目
指
せ
！

「
日
本
を
知
り
た
い
外
国
人
」と

地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
可
能
性

古民家に
泊まる

テーマ
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実
的
に
は
こ
ち
ら
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
は
法
改
正
に
よ
り
、
従
来
１
０

０
㎡
だ
っ
た
営
業
面
積
規
制
が
２
０
０

㎡
に
緩
和
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
大
規

模
な
営
業
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

 

「『
t
o
c
o
．』も
ど
う
し
て
も
小
さ

な
規
模
で
し
か
運
営
で
き
て
い
ま
せ
ん

し
、
家
族
単
位
の
事
業
と
し
て
は
十
分

で
す
が
、
大
規
模
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
育
て

る
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
」と
宮
嶌
さ

ん
は
語
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
営
む
か
ら
に
は
、
課

題
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
解
決
す

る
の
が
最
善
策
。
宿
泊
者
に
も
、
運
営

に
理
解
を
得
て
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

 

『
t
o
c
o
．』の
周
囲
は
住
宅
街
。
こ

う
し
た
場
所
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
営
む

に
は
近
隣
と
の
関
係
も
大
き
な
カ
ギ
と

な
る
。

　

上
野
か
ら
徒
歩
圏
内
と
は
い
え
、
開

業
し
た
２
０
１
０
年
当
初
は
、
ま
だ
ま

だ
外
国
人
が
歩
く
よ
う
な
場
所
で
は
な

か
っ
た
入
谷
。
近
隣
の
銭
湯
な
ど
か
ら

は
「
こ
ち
ら
は
英
語
が
喋
れ
な
い
か
ら
、

外
国
人
を
連
れ
て
く
る
な
ら
（
入
浴
ル

ー
ル
な
ど
を
）説
明
し
て
か
ら
連
れ
て

き
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
宿
が
そ
う
し

た
役
割
を
担
え
ば
近
隣
が
困
る
こ
と
も

な
く
、
今
で
は
外
国
人
ゲ
ス
ト
が
違
和

感
な
く
町
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

　

宿
に
併
設
さ
れ
て
い
る
バ
ー
の
存
在

も
大
き
い
。
夜
は
宿
泊
者
だ
け
で
な
く

近
隣
の
人
も
お
酒
を
飲
み
に
訪
れ
、
そ

こ
で
地
元
と
宿
泊
者
の
交
流
が
生
ま
れ

て
い
る
の
だ
。「
近
隣
の
人
に
と
っ
て

不
安
な
の
は
、『
何
を
し
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
場
所
』で
あ
る
こ
と
。
バ
ー

で
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
そ
う
い

う
不
安
は
解
消
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
」（
宮
嶌
さ
ん
）

　

バ
ー
で
の
交
流
は
、
地
元
に
と
っ
て

の
安
心
感
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
旅
行

者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
の
リ
ビ
ン
グ
で
旅
行
者
同

士
が
情
報
交
換
す
る
の
は
よ
く
あ
る
光

景
だ
が
、
そ
れ
が
地
域
の
人
も
参
加
す

る
場
に
な
れ
ば
、
外
国
人
旅
行
者
に
と

っ
て
は
貴
重
な
日
本
人
と
の
交
流
の
機

会
に
な
る
か
ら
だ
。

 

「
外
国
人
が
全
く
行
か
な
い
場
所
に
古

民
家
宿
で
人
を
呼
び
込
む
の
は
難
し
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
外
国
人
が
来
て
い

る
場
所
で
あ
れ
ば
十
分
成
立
す
る
と
思

う
」と
宮
嶌
さ
ん
。
人
気
観
光
地
に
限

ら
ず
、
そ
こ
へ
の
通
り
道
な
ど
も
含
め

て
、
取
り
組
む
価
値
は
あ
り
そ
う
だ
。

宿
が
つ
な
ぎ
役
と
な
り

近
隣
の
理
解
を
得
る

「静かに過ごしたい」「日本文化を理解したい」というゲス
トが多いのも古民家宿の特徴といえそうだ

外国人旅行者でも違和感なく泊まれる2段ベッドのドミト
リー。日本の古民家には泊まりたいがプライベートタイム
には落ち着いて過ごしたいというニーズに合わせた

バックパッカーズジャパン
COO　業務執行責任者
宮嶌智子さん

バックパッカーズジャパンとは？
「あらゆる境界線を超える」を理念として、世界
中の旅行者が集まる場としてのゲストハウス
を運営。『toco．』はその1号店で、創業メンバ
ー4人の手作りで宿泊施設としての改修を行
った。現在は東京、京都で4店舗を運営。

古民家宿で人を呼ぶなら？
注意点と成功へのヒント

□大規模にはできない。やるなら小
規模。

□日本家屋のよさをできるだけ残
す。

□住宅地でやる場合、近隣との関
係づくりも重要。

□外国人にある程度合わせた改装
（一部ベッドを導入など）。それで
も日本らしさは味わってもらえる。

□満足度を下げないために、こまめ
なコミュニケーションが必要。（寒
さ対策など）

□近隣へのケアとして、宿がゲスト
にマナーを教える。

□古民家を選ぶ人には騒ぎたいよ
うな人は少ない。静かなところで
もうまくいく可能性は大。

□外国人に人気の観光地がある近
くがよい。

成功へのヒント

注意点

通りに面した別棟をリビング＆バーとして利用。シ
ェアハウスの住民から老舗居酒屋の店主まで、近
隣のさまざまな人が出入りする

お話を
聞かせてくださった方

9 June  2018　



 

「
祭
り
を
楽
し
む
旅
行
」へ
の
意
向
は

韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
の
３
カ
国

で
20
％
を
超
え
る
。
ド
イ
ツ
で
も
順
位

で
は
21
位
と
関
心
は
高
い
。
株
式
会
社

オ
マ
ツ
リ
ジ
ャ
パ
ン
の
山
本
陽
平
さ
ん

は
、「
異
文
化
に
お
金
を
払
う
と
こ
ろ

ま
で
旅
文
化
が
成
熟
し
て
い
る
こ
と
の

表
れ
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ

の
人
は
日
本
の
文
化
に
深
く
入
り
た
い

と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
し
、
韓
国
の

人
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
し
つ
く
し
て
い
る
分
、
祭
り

に
興
味
が
向
く
の
で
は
」と
印
象
を
語

る
。　

日
本
は
全
国
で
約
30
万
件
の
祭

り
が
あ
る
世
界
一
の
祭
り
大
国
。
伝
統

的
な
祭
礼
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
市
民
祭

り
」ま
で
、
多
様
な
祭
り
が
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
運
営
は
大

半
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
頼
み
で
、
地
方
の

ヒ
ト
、
カ
ネ
不
足
で
活
力
を
失
っ
て
い

る
の
も
事
実
。
外
部
か
ら
の
力
を
呼
び

込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
祭
り
の
存
続

に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。

　

す
で
に
多
く
の
外
国
人
が
訪
れ
て
い

る
祭
り
も
あ
る
。
金
山
神
社
（
神
奈
川

県
）の
『
か
な
ま
ら
祭
り
』は
、
遊
女
の

商
売
繁
盛
と
性
病
除
け
祈
願
か
ら
子
孫

繁
栄
や
安
産
祈
願
の
祭
り
に
な
っ
た
も

の
だ
が
、
男
性
器
を
模
し
た
神
輿
が
出

る
こ
と
で
話
題
と
な
り
、
近
年
は
ユ
ニ

ー
ク
な
衣
装
を
着
た
外
国
人
が
大
挙
し

て
参
加
し
て
い
る
。
西
大
寺
観
音
院

（
岡
山
県
）の『
会え

陽よ
う

』は
、住
職
が
投
下

す
る
２
本
の
宝し

ん

木ぎ

を
数
千
人
の
裸
の
集

団
が
奪
い
合
う
と
い
う
祭
り
だ
が
、
武

勇
伝
づ
く
り
の
た
め
に
参
加
す
る
ア
ジ

ア
か
ら
の
旅
行
者
も
１
割
程
度
い
る
。

　

外
国
人
旅
行
者
を
祭
り
に
呼
び
込
む

際
、
課
題
と
な
る
の
は
ま

ず
日
程
。
多
く
の
祭
り
は

年
に
１
度
の
開
催
だ
か
ら

だ
。
ま
た
、
騒
ぎ
た
い
だ

け
の
人
が
集
ま
っ
て
し
ま

う
と
地
域
の
不
快
感
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
さ
ら

に
、
話
題
に
な
る
の
は
よ

い
が
、
極
端
な
「
ネ
タ
扱

い
」は
祭
り
を
大
切
に
し

て
い
る
主
催
側
の
反
感
を

買
う
。「
実
際
こ
う
し
た

事
情
で
自
粛
に
向
か
い
つ

つ
あ
る
祭
り
も
残
念
な
が

ら
あ
り
ま
す
」（
山
本
さ

ん
）

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決

す
る
一
つ
の
方
法
が
、
体
験
商
品
化
し

て
販
売
す
る
方
法
だ
。
実
際
に
オ
マ
ツ

リ
ジ
ャ
パ
ン
が
手
掛
け
た
『
三
原
や
っ

さ
祭
り
』の
体
験
例
を
見
て
み
よ
う
。

『
三
原
や
っ
さ
祭
り
』は
、
三
原
城
（
広

島
県
）が
築
城
さ
れ
た
際
、
城
下
の
人

た
ち
が
踊
っ
て
祝
っ
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
る
「
踊
り
」の
祭
り
。外
国
人
向
け

に
販
売
し
た
の
は
、
こ
れ
に
踊
り
手
と

し
て
参
加
す
る
体
験
だ
。
法
被
な
ど
の

「
異
文
化
に
お
金
を
払
う
」
感
覚
が

外
国
人
を
祭
り
に
向
か
わ
せ
る

成
功
す
れ
ば
主
催
者
と
参
加
者

双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
大

『かなまら祭り』の様子。珍しい祭りは外国人にも注目されやすいが、本来の意義を離れて消
費されるだけの存在にならないよう注意が必要だ

13.1%

30.0%

7.0%

32.0%

23.0%

18.0%

意向の高さ

衣
装
、
音
楽
、
踊
り
な
ど
、
日
本
文
化
の
集
大
成
と
も
い
え
る
「
祭
り
」。

日
本
文
化
に
触
れ
た
い
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
満
足
度
の
高
い
体
験
に
な
る
。

実
際
に
祭
り
で
人
を
呼
び
込
む
際
に
考
え
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
て
み
た
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
動
画
で
！

地
域
に
誘
客
す
る
体
験
型
の

キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
商
品
化
を

祭りを
楽しむ

テーマ
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祭
り
グ
ッ
ズ
を
貸
し
出
し
、
踊
り
の
指

導
と
本
番
へ
の
参
加
、
そ
の
後
の
打
ち

上
げ
へ
の
参
加
ま
で
含
め
て
料
金
は
２

時
間
５
０
０
０
円
。
現
地
発
着
型
の
ツ

ア
ー
と
し
て
、「
オ
マ
ツ
リ
ジ
ャ
パ
ン
」

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
と
広
島
市
内
の

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
広
報
、
販
売
し
た
。

　

踊
り
の
練
習
な
ど
祭
り
へ
の
理
解
を

深
め
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
祭
り
の
意
義
を

理
解
し
て
ほ
し
い
主
催
者
に
も
、
日
本

の
文
化
を
深
く
知
り
た
い
外
国
人
に
も

喜
ば
れ
る
。
さ
ら
に
意
外
な
満
足
度
に

つ
な
が
っ
た
の
が
打
ち
上
げ
の
席
。
普

通
に
旅
を
し
て
い
た
の
で
は
決
し
て
出

会
え
な
い
地
域
の
人
と
の
交
流
が
自
然

と
生
ま
れ
る
か
ら
だ
。「
旅
行
業
の
免

許
、
添
乗
員
を
確
保
で
き
れ
ば
同
様
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
各
地
で
展
開
可
能
」と

山
本
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　

商
品
化
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず
「
入

り
や
す
い
」祭
り
で
あ
る
こ
と
。「
究
極

は
盆
踊
り
。
勝
手
に
入
っ
て
も
ら
っ
て

も
い
い
し
、
で
き
れ
ば
浴
衣
を
着
付
け

て
あ
げ
て
、
踊
り
を
簡
単
に
教
え
る
く

ら
い
ま
で
で
き
れ
ば
十
分
形
に
な
り
ま

す
」（
山
本
さ
ん
）。
話
を
進
め
や
す
い

の
は
、
歴
史
の
浅
い
祭
り
や
市
民
祭
り
。

伝
統
的
な
祭
礼
は
外
部
か
ら
の
参
加
を

望
ま
な
い
場
合
も
あ
る
か
ら
だ
。
費
用

に
つ
い
て
は
多
少
強
気
で
も
Ｏ
Ｋ
。

　

価
値
を
感
じ
て
い
る
人
は
快
く
支
払

っ
て
く
れ
る
し
、
冷
や
か
し
参
加
を
避

け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ
の
か
わ

り
衣
装
や
飲
食
な
ど
、
参
加
者
が
楽
し

め
る
も
の
を
含
め
て
お
く
と
よ
さ
そ
う

だ
。
時
間
は
短
め
に
、
１
、
２
時
間
に

収
め
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
。
外
国
人
は
時

間
的
長
さ
は
求
め
な
い
し
、
短
時
間
で

あ
れ
ば
羽
目
を
外
す
リ
ス
ク
も
少
な
い
。

行
政
側
は
、
ど
の
祭
り
で
人
を
受
け
入

れ
る
の
か
を
決
め
、
集
中
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
も
重
要
。
今
や
地
域
に
は

非
常
に
多
く
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

ど
の
組
織
も
人
手
不
足
だ
か
ら
だ
。

　

こ
れ
ら
を
Ｐ
Ｒ
す
る
手
法
に
つ
い
て

は
「
圧
倒
的
に
動
画
で
す
！
」と
山
本

氏
。
写
真
と
文
字
の
説
明
で
は
祭
り
の

魅
力
は
伝
わ
ら
な
い
の
だ
。
お
金
を
か

け
ず
に
取
り
組
む
な
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発

信
が
効
果
的
だ
が
、
ま
ず
は
姉
妹
都
市

な
ど
発
信
先
を
絞
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。

 

「
今
、
大
規
模
な
祭
り
で
は
、
神
輿
を

か
つ
ぐ
の
に
謝
礼
を
用
意
し
て
ア
ル
バ

イ
ト
を
雇
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の

分
を
、
逆
に
お
金
を
取
っ
て
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
で
補
え
れ
ば
、
こ
ん
な
に

よ
い
こ
と
は
な
い
。
外
国
人
受
け
入
れ

に
抵
抗
を
感
じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
自
分
た
ち
の
祭
り
を
ほ
め

ら
れ
る
と
『
よ
か
っ
た
』と
い
う
気
持

ち
に
な
る
も
の
で
す
よ
」（
山
本
さ
ん
）

ま
ず
は
「
盆
踊
り
」
か
ら
！

動
画
で
魅
力
を
伝
え
よ
う

上／『三原やっさ祭
り』を体験中の外国
人旅行者たち。踊りの
ほか、神輿の担ぎ手
などでも同様の商品
化ができ、担い手不
足を補うこともできる
左／日程の問題を解
消したのが『高円寺阿
波踊り』の体験ワーク
ショップ。毎月1回、英
語通訳付きで踊りを
練習し、演舞を見学す
る内容が人気だ

祭りで人を呼ぶなら？
注意点と成功へのヒント

□「騒ぎたいだけ」「ネタ扱い」は地
元の反感を買う。

□主催者はただでさえ人手不足、
お金不足。そこにますます人手や
お金をかけさせることになれば自
粛に向かってしまう。

□うまくいきやすいのは「入りやす
い」お祭り。究極は盆踊り。

□行政は「人を受け入れるお祭り」
を選び、集中的にサポートを。

□プロモーションは絶対に動画！
写真と文字では祭りの魅力は伝
わらない。

成功へのヒント

注意点

株式会社オマツリジャパン
共同代表　取締役COO
山本陽平さん

オマツリジャパンとは？
祭り主催者のサポートを中心に、祭りの場で
の企業PR、参加者・主催者に向けたWebサ
ービスなど祭りを軸に多彩な事業を展開。山
本さん自身も学生時代から世界約80カ国の
祭りを巡り、今も毎週末お祭りに参加している。

お話を
聞かせてくださった方

11 June  2018　



　

外
国
人
の
「
廃
墟
」へ
の
高
い
支
持

を「
意
外
」と
語
る
の
は
、遺
跡
や
廃
墟

を
観
光
的
視
点
で
研
究
し
て
い
る
北
海

道
大
学
准
教
授
の
岡
本
亮
輔
さ
ん
。

「
マ
ニ
ア
は
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
ニ

ッ
チ
な
ジ
ャ
ン
ル
で
、
主
力
コ
ン
テ
ン

ツ
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
で
し
た
。

た
だ
欧
米
で
流
行
し
て
い
る
の
は
事
実

で
、
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
す
れ
ば
観
光
成

熟
国
な
の
で
し
ょ
う
。
外
国
人
に
と
っ

て
は
訪
日
旅
行
＝
異
文
化
を
見
に
行
く

も
の
で
あ
り
、
現
代
人
に
廃
墟
も
『
異

文
化
』の
一
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

岡
本
さ
ん
は
遺
跡
と
廃
墟
の
違
い
に

つ
い
て
「
社
会
的
な
意
味
が
確
定
し
て

い
る
も
の
」と
「
し
て
い
な
い
も
の
」と

し
た
う
え
で
、
マ
ニ
ア
が
廃
墟
に
惹
か

れ
る
の
は
「
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
な
い

珍
し
さ
」を
感
じ
る
か
ら
で
は
な
い
か

と
捉
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
廃

墟
を
観
光
化
す
る
難
し
さ
だ
と
も
い
う
。

観
光
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
程

度
社
会
的
に
意
味
付
け
を
行
う
こ
と
。

し
か
し
、
意
味
付
け
さ
れ
た
瞬
間
、
廃

墟
は
廃
墟
と
し
て
の
魅
力
を
失
う
。
実

際
に
、
日
本
の
廃
墟
の
典
型
例
で
あ
る

炭
鉱
跡
も
、
施
設
と
し
て
整
え
た
が
集

客
に
は
至
っ
て
い
な
い
例
は
多
い
。
で

は
、
手
入
れ
を
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
の

が
よ
い
の
か
と
い
え
ば
、
放
っ
て
お
け

ば
ど
う
し
て
も
朽
ち
て
い
き
、
最
後
は

失
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

基
本
的
に
は
危
険
な
場
所
な
の
で
、
事

故
の
リ
ス
ク
も
高
い
。

　

そ
ん
な
中
、
廃
墟
を
廃
墟
と
し
て
観

光
化
し
た
成
功
例
が
、
神
戸
市
の
市
民

団
体
『
摩
耶
山
再
生
の

会
』が
主
催
す
る『
マ
ヤ
遺

跡
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
』だ
。

 

「
マ
ヤ
遺
跡
」と
い
う
の

は
、
神
戸
に
あ
る
摩
耶
山

か
ら
命
名
し
た
も
の
。
摩

耶
山
は
、
昭
和
初
期
に
開

発
さ
れ
た
が
そ
の
後
客
足

が
減
少
。
目
玉
施
設
だ
っ

た
『
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
』

は
１
９
７
０
年
に
閉
業
後
、

合
宿
所
と
し
て
利
用
さ
れ

た
が
そ
れ
も
90
年
代
ま
で
。
山
中
に
作

業
車
が
入
れ
ず
、
解
体
に
莫
大
な
費
用

が
か
か
る
た
め
手
つ
か
ず
の
状
態
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
マ
ニ
ア
の
間
で
は

有
名
な
廃
墟
と
な
っ
て
い
て
、
不
法
侵

入
が
絶
え
ず
、
火
遊
び
に
よ
る
火
災
や

遭
難
の
リ
ス
ク
に
オ
ー
ナ
ー
も
地
域
も

苦
慮
し
て
い
た
。『
マ
ヤ
遺
跡
ガ
イ
ド

ウ
ォ
ー
ク
』は
、こ
の『
摩
耶
観
光
ホ
テ

ル
』を
含
む
摩
耶
山
全
体
を
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ツ
ア
ー
。
２
０
１
７
年
３
月

か
ら
の
約
１
年
間
で
20
回
実
施
し
て
き

た
が
、
当
初
半
年
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
申
し

込
み
受
付
が
数
分
で
埋
ま
る
人
気
ぶ
り
。

現
在
も
満
席
が
続
く
。

 

『
摩
耶
山
再
生
の
会
』事
務
局
長
の
慈

う
つ
み

憲
一
さ
ん
に
よ
る
と
、
ツ
ア
ー
成
功
の

理
由
は
、
内
容
的
な
魅
力
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、「
行
政
（
神
戸
市
）、
建
物
オ

ー
ナ
ー
、市
民
団
体（『
摩
耶
山
再
生
の

会
』）の
協
力
関
係
が
大
き
い
」と
い
う
。

役
割
分
担
と
し
て
、
市
が
柵
を
作
る
な

放
置
か
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
？

廃
墟
観
光
化
の
ジ
レ
ン
マ

行
政
、
オ
ー
ナ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

三
位
一
体
で
観
光
化
に
成
功

北海道『三笠ジオパーク』内にある『旧幌内炭鉱変電所』。近
くまで遊歩道が整備されているが「現状で見学客はそう多
くはない」と岡本氏は言う

4.3%

4.0%

26.0%

35.0%

23.0%

21.0%

意向の高さ

マ
ニ
ア
向
け
＝
観
光
商
品
に
し
づ
ら
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
廃
墟
観
光
は
、

対
外
国
人
旅
行
者
向
け
と
い
う
こ
と
で
メ
ジ
ャ
ー
に
な
り
う
る
の
か
？

「
脱
マ
ニ
ア
」に
成
功
し
た
廃
墟
観
光
事
例
を
も
と
に
考
え
て
み
た
。

自
然
に
還
る
姿
こ
そ
が
魅
力
？

廃
墟
の
魅
力
を
損
な
わ
ず
観
光
化
し
た

『
マ
ヤ
遺
跡
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
』
の
例

廃墟見学

テーマ

12　June  2018



ど
の
安
全
対
策
を
行
い
、
オ
ー
ナ
ー
は

ツ
ア
ー
時
間
外
の
侵
入
防
止
の
た
め
の

警
備
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
市
民
団
体
が

ガ
イ
ド
を
含
め
た
ツ
ア
ー
運
営
を
担
当
。

危
険
な
場
所
に
観
光
客
を
案
内
す
る
こ

と
に
対
し
て
消
防
や
警
察
の
理
解
も
得

や
す
い
の
は
、
行
政
が
間
に
入
っ
て
い

る
た
め
だ
。
こ
う
し
た
連
携
が
実
現
し

た
背
景
に
は
、『
摩
耶
山
再
生
の
会
』が

そ
れ
ま
で
に
も
長
い
活
動
歴
を
持
ち
、

行
政
と
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う

事
情
が
あ
る
。
摩
耶
山
の
活
性
化
の
た

め
に
動
い
て
き
た
の
が
『
摩
耶
山
再
生

の
会
』で
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
の

『
マ
ヤ
遺
跡
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
』な
の
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
ツ
ア
ー
自
体
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
が
あ
る
。
安
全
面
で
は
、
20

人
の
参
加
者
に
対
し
て
ス
タ
ッ
フ
は
３
、

４
人
と
十
分
な
人
数
を
配
置
。「
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
け
ば
地
元
の

支
持
が
得
ら
れ
な
い
」と
「
廃
墟
」で
は

な
く
「
遺
構
」と
呼
び
、「
こ
れ
も
地
域

の
魅
力
の
一
つ
」で
あ
る
こ
と
を
表
現
。

地
元
で
育
っ
た
慈
氏
自
身
が
ガ
イ
ド
を

行
い
、
昔
を
知
る
人
の
目
線
で
紹
介
す

る
。
根
底
に
あ
る
の
は
、「
マ
ニ
ア
だ
け

の
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
広
が
ら
な

い
」と
い
う
考
え
だ
。

　

現
在
、
シ
ス
テ
ム
の
関
係
で
海
外
か

ら
の
予
約
が
難
し
い
状
態
だ
が
、
最
近
、

神
戸
市
が
日
本
在
住
の
外
国
人
向
け
に

実
施
し
た
摩
耶
山
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で

は
、「
自
然
の
中
で
自
然
に
還
っ
て
い

く
様
子
が
よ
い
」と
本
ツ
ア
ー
の
評
価

は
と
り
わ
け
高
か
っ
た
。
今
後
は
、
慈

さ
ん
以
外
に
も
、
地
元
目
線
で
語
れ
る

ガ
イ
ド
の
発
掘
が
急
が
れ
る
。

 

「
廃
墟
を
保
存
す
る
必
要
は
な
い
と
思

う
」と
慈
さ
ん
。「
山
の
中
の
廃
墟
は
自

然
に
還
っ
て
い
く
も
の
。『
今
見
て
い

る
風
景
が
来
年
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
』と
い
う
点
も
魅
力
だ
と
思
う
ん
で

す
。
ま
た
仮
に
摩
耶
観
光
ホ
テ
ル
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
で
き
る
こ
と
は

あ
る
。
た
と
え
ば
、
摩
耶
山
に
は
昭
和

51
年
に
火
災
で
焼
失
し
た
寺
が
あ
る
の

で
す
が
、
そ
の
跡
を
発
掘
し
て
み
た
ら
、

当
時
の
食
器
な
ど
が
残
っ
て
い
る
よ
う

な
ん
で
す
。こ
う
い
う
資
源
は
『
枯
渇
』

す
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
」。

 

「
近
代
に
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
日
本

に
は
、
明
治
〜
１
９
７
０
年
代
、
１
９

８
０
年
代
の
廃
墟
が
多
い
」と
は
前
出

の
岡
本
さ
ん
の
見
立
て
だ
が
、「
そ
の

時
代
の
遺
構
こ
そ
面
白
い
」と
慈
さ
ん

も
言
う
。「『
何
々
時
代
』で
は
な
く
身

近
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
廃
墟
の
面
白

さ
。
山
と
い
え
ば
ハ
イ
キ
ン
グ
、
森
林

浴
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
こ
う
し
て
多

面
的
に
見
る
と
地
域
は
も
っ
と
面
白
く

な
る
と
思
い
ま
す
」（
慈
さ
ん
）

外
国
人
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で

高
い
評
価
を
得
る

『マヤ遺跡ガイドウォーク』参加者にはコアなマニアは少なく、歴史好きの地元住民、20代〜30代
の「産業遺産女子」も多い。主な集客範囲は大阪、京都、奈良、岡山等の近県だ

ツアー実施までは不法侵入の絶えなかった『摩耶観光ホテル』
だが、柵やカメラの設置で管理も行き届くようになった

北海道大学大学院
観光創造専攻准教授
岡本亮輔さん

摩耶山再生の会
事務局長
慈 憲一さん

筑波大学大学院人文社会科学研究科哲学・
思想専攻修了。寺や神社、聖地について研究
し、さまざまな「場所」に関心を持つ中で、遺
跡とは異なる廃墟の存在意義に注目する。

『摩耶山再生の会』とは？
市街地に近く夜景で有名だが、日中の利用に
課題を抱えていた摩耶山で、ケーブルカーやロ
ープウェイの利用者増など全体の活性化のた
めに活動。慈さんは地元で生まれ育ち、東京
からUターンした目線で活動を展開している。

廃墟で人を呼ぶなら？
注意点と成功へのヒント

□崩落、ケガ等の危険をどう回避す
るのか。

□マスに広がりにくい可能性がある。

□やるなら観光成熟国向け？
□「近代遺産」が魅力と考えられる。
（明治～20世紀後半くらいまで）

□行政、オーナー、運営者（NPOな
ど）との連携がカギ。

□歴史的価値として地元の理解を
得る努力が必要。

□メンテナンスについては「しない」
のも一つの方法。「自然に還って
いく」ことも魅力のひとつ。

成功へのヒント

注意点

お話を
聞かせてくださった方

13 June  2018　



都市公園の
散策

テーマ

6.5%

36.0%

25.0%

32.0%

35.0%

19.0%

意向の高さ

「
日
本
庭
園
」へ
の
意
向
も
高
い
が
、
日
本
人
比
で
よ
り
大
差
が
つ
い
た
の
は
「
都
市
公
園
」。

日
本
人
が
感
じ
な
い
、
外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
の
都
市
公
園
の
魅
力
と
は
何
な
の
か
？

東
京
・
上
野
公
園
、
井
の
頭
公
園
に
来
て
い
た
外
国
人
に
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

都
市
公
園
に
来
て
い
た
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

＂
Y
o
u
は
何
し
に
公
園
へ
？
＂

 

「
公
園
に
来
た
理
由
」と
し
て
よ
く
聞

か
れ
た
の
は
「
日
本
の
都
市
は
人
工
的

で
混
雑
し
て
い
る
の
で
、
息
抜
き
と
し

て
」と
い
う
欧
米
系
旅
行
者
の
声
。
一

方
で
ア
ジ
ア
系
旅
行
者
の
「（
自
国
と

異
な
り
）気
候
が
よ
く
散
策
し
た
く
な

る
」と
い
う
声
も
目
立
っ
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
メ
イ
ン
の
目
的
地
で
は
な

い
も
の
の
単
な
る
時
間
つ
ぶ
し
と
い
う

わ
け
で
も
な
く
、
積
極
的
に
公
園
を
訪

れ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
公
園
に

「
日
本
ら
し
さ
」を
見
出
す
声
も
多
い
。

体
操
や
昼
寝
を
す
る
日
本
人
に
日
常
を

感
じ
、
日
本
人
に
は
ご
く
一
般
的
に
見

え
る
植
栽
に
も
「
他
国
と
は
違
う
」と

捉
え
る
視
点
は
外
国
人
な
ら
で
は
。
現

代
の
リ
ア
ル
な
「
日
本
ら
し
さ
」を
感

じ
さ
せ
る
場
と
し
て
、
都
市
公
園
を
打

ち
出
す
有
効
性
が
感
じ
ら
れ
た
。

外
国
人
に
と
っ
て
の
都
市
公
園
は

「
日
本
ら
し
さ
」の
表
れ
た
場
所
？

宿泊地は原宿、目的は買物と食べること！でもここ吉祥寺も遠いとは思わなかったです。自国は暑くて散策する気になれないけれど、日本は気候もよくて気持ちよく歩けますね。（マレーシア／友人旅）

東京→河口湖→大阪→京都→東京と
いう14日間の予定。今日の宿泊地は
新宿で、ガンダムを観にお台場に行
ったあとで井の頭公園へ。桜が散って
しまっていて残念！（タイ／友人旅）

（左）東京に住む娘を訪ねて来ました。井の

頭公園は池や森などいろいろなセクション

があって楽しいわ。（右）今まで世界の都市

を旅したけれど、どの街でも必ず公園に行

きます。疲れたとき、新鮮な空気を吸ってリ

ラックスできるから！（イギリス／親戚旅）

上 野 公 園 は 僕 たちの

Facebookグループでも

有名。本当は桜が見たか

ったけど、気候もよく清

潔で、気持ちよく過ごせ

ました。これから下呂、高

山、関西に向かいます！

（インドネシア／友人旅）

東京はどこも混雑していて車が多く、

ときどき息抜きに公園に来たくなりま

す。今日は三味線を弾く人やヨガをす

る人を見ましたが、そういう様⼦も楽

しいですね。（イギリス／夫婦旅）

14　June  2018



考察

　観光庁は現在、「楽しい国 ⽇本」
を提言し、体験商品の重要性を説
いている。こうした動きを考えても、
今後、観光業界で体験コンテンツ
がますます注目を浴びるのは間違
いない。一方で、有効な体験コン
テンツを開発する難しさは、多くの
関係者が実感していることではな
いだろうか。
　実際に体験コンテンツを開発す
るにあたっては、①自地域にどんな
資源があり、②その魅力を誰が理
解してくれるのかを見極めて取り組
むことが重要だ。今回の「訪⽇外国
⼈ 観光体験需要調査」が117とい
う細分化された項目で意向を尋ね
たのは、「誰が」「どんな体験を」志
向しているのかを細かく捉えるため。
結果として、⽇本⼈と外国⼈の意
向の違い、また市場（国）別に個性
があることなども見えてきた。
　今後より積極的に体験コンテン
ツ開発に取り組むにあたって、まず
はこうした細やかな視点を持ち、自
地域が獲得するべきは⽇本⼈国内
旅行者なのか、あるいは外国⼈旅
行者なのかから問い直してみては
どうだろうか。そうすることで、たと
えば古民家のように、残しておきた
いが維持できず失われてしまって
いる資源が生きてくるかもしれない。
さらには「廃墟」や「公園」のような
思わぬ資源が、新たな体験商品と
して、誰かの間で大ブレイクするこ
ともあるかもしれないのだ。

自地域の資源を
愛してくれるのは誰か？
見極めた体験商品開発を

今朝成田に着き、原宿を見て回って

から井の頭公園へ。ネットで調べてき

れいだと思ったので、自分の目で見て

みたくて来ました。明日はディズニー

ランドに行きます！（台湾／友人旅）

成田から移動してきたばかりで友人に
上野公園に連れてきてもらいました。
観光旅行ですが、ラジオの仕事をして
いるので、取材を口実に日本人と交流
したいです。（ポーランド／一人旅）

団体旅行で台湾、韓国、日本を2泊ずつという旅。今日は近くのホテルに泊まるので上野公園を歩きに来ました。日本は来てすぐ気に入って、2日しか滞在できないのが残念！（ラトビア／友人旅）

海外旅行のときはよく公園に行きます。国が違うと違う樹木や花があるのが面白いんですよね。新宿御苑にも行きましたよ。入場料も200円なら全く気になりません。（オーストラリア／カップル旅）

家族3人初めての日本旅。上野公

園の桜は終わっていたけれど、来

てみたらとても美しいところで気

に入りました。このあとは富士山

と黒部へ。どこかで桜が見られる

といいな！（マレーシア／家族旅）

（左から2人目）日本にはもう7、8回来

ています。今回は買物メインですが、

公園も好きで大阪城公園や奈良公

園にも行きました。動物や植物に触

れるのが目的です。（タイ／家族旅）

15 June  2018　



ど
ん
な
観
光
地
域
も

数
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

　

う
ま
く
い
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
観

光
地
域
で
も
、
実
は
た
く
さ
ん
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
地
域
内
に
観
光
客
が
多
く

訪
れ
る
場
所
と
そ
う
で
な
い
場
所
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
格
差
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
。
日
々
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
、
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
。

行
政
と
民
間
の
連
携
が
十
分
で
な
い
こ
と
。

住
民
が
暮
ら
し
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
こ

と
。
通
過
点
に
な
っ
て
し
ま
い
、
滞
在
時

間
や
宿
泊
客
が
一
向
に
増
え
な
い
こ
と
。

こ
う
し
た
問
題
に
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い

の
か
。「
ジ
バ
観（
観
光
ジ
バ
づ
く
り
の
た

め
の
協
働
チ
ー
ム
育
成
研
究
）」は
、
こ

こ
に
1
つ
の
解
決
方
法
を
提
示
す
る
。

企
画
か
ら
実
行
ま
で
の
す
べ
て
を

担
う
協
働
チ
ー
ム
を
育
成
し
よ
う

　

ジ
バ
観
が
提
案
す
る
の
は
、
企
画
や
ビ

ジ
ョ
ン
設
定
か
ら
実
行
ま
で
の
す
べ
て
を

担
う「
地
域
愛
で
つ
な
が
る
協
働
チ
ー

ム
」を
立
ち
上
げ
、
育
成
す
る
こ
と
だ
。

ま
た
、
そ
の
チ
ー
ム
を
中
心
に
し
て
、
地

域
内
外
に「
観
光
地
域
づ
く
り
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」を
広
げ
て
い
く
こ
と
だ
。

　

な
ぜ
協
働
チ
ー
ム
づ
く
り
を
提
案
す
る

か
と
い
え
ば
、「
行
政
と
地
域
の
皆
さ
ん

が
一
緒
に
な
っ
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
イ

キ
イ
キ
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
続
け
る
こ
と
」が
極
め
て
重
要
だ
と
考

え
る
か
ら
だ
。
先
に
挙
げ
た
と
お
り
、
ど

ん
な
地
域
に
も
問
題
は
次
か
ら
次
へ
と
生

ま
れ
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
解
決
を
す
べ
て

行
政
が
担
っ
た
り
、
地
域
外
の
専
門
家
な

ど
に
任
せ
た
り
す
る
の
は
不
可
能
だ
ろ
う
。

そ
れ
よ
り
も
、
観
光
地
域
づ
く
り
を「
自

分
ご
と
」と
し
て
考
え
、
主
体
的
に
企
画

観
光
ジ
バ
づ
く
り
の
た
め
の
協
働
チ
ー
ム
育
成
研
究

つ
な
が
る
、立
ち
上
が
る
、推
進
す
る

地
域
愛
で

実
証
事
例

岐
阜
県
白
川
村  

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

ジ
バ
観

ジ
バ
観
と
は
、
地
域
全
体
で
イ
キ
イ
キ
し
た
観
光
地
域
づ
く
り

（
観
光
ジ
バ
づ
く
り
）に
取
り
組
ん
で
い
く
上
で
、
そ
の
中
核
と
な
っ
て
主
体
的
に

推
進
し
つ
づ
け
る「
地
域
愛
で
つ
な
が
る
協
働
チ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
る

取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
方
法
論
や
実
証
事
例
を
紹
介
す
る
。
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や
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
り
、
自
ら
中
心
と
な

っ
て
実
行
す
る「
行
政
＋
民
間
の
協
働
チ

ー
ム
」を
立
ち
上
げ
て
、
彼
ら
が「
渦
元

（
渦
の
中
心
）」と
な
っ
て
地
域
内
外
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
行
政
や
専
門
家
と

力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
全
体
で
地
域
を
変

え
続
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
の
だ
。

　

地
域
愛
で
つ
な
が
る
協
働
チ
ー
ム
か
ら

始
め
る
こ
と
が
、
ま
ち
の
全
体
性
を
取
り

戻
す
第
一
歩
に
な
る
。
そ
れ
が
ジ
バ
観
の

基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

﹁
関
係
性
﹂と﹁
主
体
性
﹂を
高
め
る

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

　

ジ
バ
観
が
提
供
す
る
の
は
、
協
働
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
同
士
が
良
い
関
係
を
構
築
し
、

と
も
に
学
び
合
っ
て
主
体
性
を
高
め
、
実

践
に
結
び
つ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

た
と
え
ば
、
ジ
バ
観
で
は
、
メ
ン
バ
ー

同
士
が
対
話
を
重
ね
、
普
段
言
え
ず
に
我

慢
し
て
い
る
悩
み
や
不
満
、
不
安
な
ど
も

口
に
出
す
こ
と
で
、
互
い
の
秘
め
た
想
い

や
情
熱
を
共
有
す
る
時
間
を
大
切
に
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
丁
寧
に
話
し
合

い
な
が
ら
、
チ
ー
ム
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
取
り

組
み
の
方
向
性
を
描
き
出
し
て
い
く
過
程

で
、
メ
ン
バ
ー
同
士
の
相
互
理
解
が
進
み
、

仲
間
と
し
て
の
関
係
性
が
良
く
な
っ
て
い

く
の
だ
。

　

ま
た
、
話
し
合
う
だ
け
で
な
く
、
実
践

す
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
重
視

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
は

テ
ー
マ
や
フ
レ
ー
ム
を
提
供
す
る
に
留
め
、

で
き
る
だ
け
自
分
た
ち
の
力
で
情
報
を
集

め
て
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
、
新
た
な
気
づ

き
や
学
び
、
小
さ
な
成
功
体
験
を
得
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
積
み
重
ね

が
主
体
性
を
育
み
、
チ
ー
ム
の
継
続
性
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

ジ
バ
観
の
３
フ
ェ
ー
ズ
と

３
つ
の
陥
り
や
す
い
パ
タ
ー
ン

　

ジ
バ
観
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
①
協
働

チ
ー
ム
を
つ
く
り
」「
②
共
有
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
い
て
」「
③
ま
ず
や
っ
て
み
る
」の
３

フ
ェ
ー
ズ
か
ら
な
る（
図
1
）。

フ
ェ
ー
ズ
１
：
協
働
チ
ー
ム
を
つ
く
る

　

ま
ず
は
、
仕
掛
け
人
と
と
も
に
協
働
チ

ー
ム
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。
こ
の
と
き
、

地
域
へ
の
想
い
が
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、

地
区
・
職
種
・
団
体
・
年
齢
・
性
別
な
ど

の
多
様
な
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
地
域
の
縮

図
と
な
る
よ
う
な
チ
ー
ム
編
成
を
行
う
こ

と
が
大
切
だ
。
ま
た
、
仕
掛
け
人
が
候
補

者
一
人
ひ
と
り
に
直
接
会
っ
て
想
い
を
伝

え
、「
こ
の
人
と
一
緒
に
ま
ち
の
未
来
を

つ
く
っ
て
み
た
い
」と
共
感
・
共
鳴
し
て

も
ら
う
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
協
働
チ
ー

ム
づ
く
り
は
、
最
初
が
肝
心
だ
。

　

協
働
チ
ー
ム
を
つ
く
る
代
わ
り
に
や
っ

て
し
ま
い
が
ち
な
の
が
、
地
域
づ
く
り
や

観
光
商
品
づ
く
り
を
行
政
や
地
域
外
の
専

門
家
に
任
せ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
そ
う
す

る
と
、
住
民
に
と
っ
て
地
域
づ
く
り
が

「
他
人
ご
と
」に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ

で
は
、
地
域
の
問
題
解
決
能
力
は
い
つ
ま

で
も
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
。

フ
ェ
ー
ズ
２
：
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

　

次
に
、
メ
ン
バ
ー
が
心
か
ら
願
う
未
来

の
地
域
の
姿「
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
」を
メ
ン

バ
ー
全
員
で
描
い
て
い
く
。

　

こ
の
と
き
に
陥
り
や
す
い
の
が「
問
題

特
定
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」だ
。
問
題
を
見
つ

け
よ
う
と
し
て
し
ま
う
と
、「
設
備
が
古

い
」「
交
通
の
便
が
悪
い
」「
周
囲
の
理
解

が
な
い
」と
い
っ
た
地
域
の
悪
い
面
ば
か

り
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
、
メ
ン
バ

ー
に
無
力
感
や
疲
弊
感
が
募
り
、
積
極
性

が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
そ
れ

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
地
域
の
価
値
や
魅
力

に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
、
地
域
の
可
能
性

を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
た
め
の
共
有
ビ
ジ

ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。

フ
ェ
ー
ズ
３
：
ま
ず
や
っ
て
み
る

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
際
に
は
、
ど
う
し
て

も「
失
敗
回
避
思
考
」が
働
き
が
ち
だ
。

し
か
し
、
失
敗
を
回
避
し
よ
う
と
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
想
定
に
過
ぎ
な
い
リ
ス
ク
や

反
対
意
見
ま
で
丁
寧
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
し
ま
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲
や
動

き
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。

　

ジ
バ
観
で
は
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

「
で
き
る
こ
と
か
ら
ま
ず
や
っ
て
み
る
」

こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
う

ま
く
い
っ
た
点
は
自
信
に
つ
な
が
る
し
、

改
善
点
も
見
え
て
く
る
。
何
よ
り
も
、
自

ら
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
が
、
次
の
一

歩
へ
の
原
動
力
と
な
る
の
だ
。

ジバ観の
３つのフェーズ

陥りやすい
パターン 

1：協働チームをつくる

自分ごとにする

2：共有ビジョンを描く

積極性や主体性が増す

3：まずやってみる

次の一歩に進みたくなる

外部に依存する

他人ごとにする

問題を特定しようとする

疲弊感や無力感が募る

失敗を回避しようとする

気持ちも動きも重くなる

図1  ジバ観の3フェーズと陥りやすいパターン
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観
光
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
入
口
は
さ
ま
ざ
ま

 

『
と
ー
り
ま
か
し
』49
号
の「
コ
ク
リ
！

2
・
0
」記
事
内
に
詳
し
く
説
明
し
て
い

る
が
、
ジ
バ
観
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
香
川

県
琴
平
町
の
ま
ち
づ
く
り
協
働
チ
ー
ム
、

山
形
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
三
市
協
働
チ
ー
ム
の
立
ち

上
げ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
観
光
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
、
ジ

バ
観
の
入
口
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回

紹
介
す
る
白
川
村
の
実
証
事
例
は
、
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
企
画
・
実
行
を
ゴ
ー
ル
に

お
い
た「
観
光
づ
く
り
」の
た
め
の
協
働

チ
ー
ム
育
成
で
あ
る
。

観
光
客
は
激
増
し
た
が

滞
在
時
間
が
短
い
の
が
大
き
な
悩
み

 
「
合
掌
造
り
の
白
川
郷
」で
有
名
な
岐
阜

県
白
川
村
は
、
人
口
１
６
０
０
人
ほ
ど
の

山
村
だ
。
ま
ち
は
北
部
の
荻
町
を
中
心
と

し
た「
世
界
遺
産
エ
リ
ア
」と
、

南
部
の
平
瀬
を
中
心
と
し
た

「
白
山
エ
リ
ア
」に
大
き
く
分
か

れ
る
。

　

白
川
村
は
、
１
９
９
５
年
に

白
川
郷
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
か
ら
観
光
客
が
増
え
た
が
、

そ
の
頃
は
ま
だ
訪
れ
る
の
に
時

間
が
か
か
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
、

増
加
も
緩
や
か
だ
っ
た
。
し
か

し
、「
東
海
北
陸
自
動
車
道
」が

２
０
０
２
年
に
全
線
開
通
し
、

最
終
的
に
高
山
か
ら
も
新
高
岡

か
ら
も
1
時
間
程
度
で
行
き
来

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

世
界
遺
産
エ
リ
ア
の
観
光
客
数

は
う
な
ぎ
上
り
と
な
っ
て
、
１

９
９
５
年
に
は
70
万
人
に
満
た

な
か
っ
た
が
、
い
ま
で
は
年
間
１
７
０
万

人
以
上
が
訪
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
は
、
特
に
外
国
人
観
光
客
が
激

増
し
て
い
る
。

　

し
か
し
実
は
、
白
川
村
は
観
光
で
の
課

題
を
い
く
つ
か
抱
え
て
い
る
。
な
か
で
も

一
番
の
課
題
は
、「
滞
在
時
間
の
短
さ
」だ
。

Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
行
っ
た「
白
川
村
観
光
客
動
態

調
査
」に
よ
れ
ば
、
冬
期
平
日
は
観
光
客

の
60
％
以
上
が
２
時
間
未
満
し
か
滞
在
せ

ず
、
休
日
で
も
３
時
間
未
満
で
帰
っ
て
し

ま
う
人
が
半
数
以
上
だ
っ
た（
図
２
）。

２
０
１
７
年
７
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
ジ
バ
観
は
岐
阜
県
白
川
村
の

「
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

実証
事例 

ジ バ 観

岐
阜
県
白
川
村

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

尾崎達也さん
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図2  白川村観光客の滞在時間（対面アンケート）

来訪者の滞在時間は、対面ア
ンケートでは季節を問わず「1時
間以上～2時間未満」が最も多
かった。冬期平日は特にその割
合が高く、64.1％を占めた。冬
期休日でも半数以上が「1時間
以上～3時間未満」だった。

n=131
n=59

1時間未満

1時間以上～2時間未満

2時間以上～3時間未満

3時間以上～4時間未満

4時間以上～5時間未満

5時間以上～6時間未満

6時間以上

金沢
13.2% 下呂

10.7%

夏期平日 
n=159

冬期休日
n=56

図3  宿泊場所（対面アンケート）

宿泊場所は「飛騨高山」「下呂」「金沢」が多く、この３エリアで回答の半数を超えるこ
とがほとんどだった。白川村で宿泊する人は比較的少なく、対面アンケートの結果で
は10％に満たないことが多かったが、唯一、冬期休日だけは14.3％を占めた。

※調査実施日／夏期平日：2017年8月22日（火）、冬期休日：2018年１月27日（土）、冬期平日：2018年1月29日（月）
※調査実施場所／白川村荻町せせらぎ駐車場

白川村内
14.3%

白川村内
3.8%

飛騨高山
30.4%

飛騨高山
32.1%

金沢
14.3%

その他
41.0%

その他
35.8%

奥飛騨
温泉郷
4.4%

■冬期平日滞在時間
■冬期休日滞在時間



　

そ
の
主
な
原
因
は
、
白
川
郷
以
外
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
や
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
が
極
め

て
少
な
い
こ
と
だ
。
た
だ
白
川
郷
を
見
る

だ
け
な
ら
、
２
、
３
時
間
で
十
分
な
の
だ
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
現
在
の
白
川
村
は
、

高
山
と
金
沢
の
間
に
あ
る「
通
過
型
観
光

地
」な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
宿
泊
場
所
の

調
査
で
も
明
ら
か
で
、
白
川
村
の
宿
泊
客

の
受
け
入
れ
数
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
差

し
引
い
て
も
、
村
内
の
宿
泊
客
数
は
か
な

り
少
な
い
。
普
段
は
観
光
客
全
体
の
10
％

以
下
で
、
冬
期
休
日
で
も
15
％
に
満
た
な

い
の
が
現
状
だ（
図
３
）。

　

リ
ピ
ー
タ
ー
の
総
合
満
足
度
は
初
回
訪

問
者
の
満
足
度
を
下
回
る
こ
と
も
デ
ー
タ

か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
滞
在
時
間
が
短
く
、

白
川
村
の
魅
力
を
十
分
に
伝
え
ら
れ
な
い

今
の
状
態
で
は
、
観
光
客
を
増
や
し
た
と

し
て
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。

　

も
う
１
つ
の
大
き
な
悩
み
が
、「
村
内

の
観
光
格
差
」だ
。
北
部
の
世
界
遺
産
エ

リ
ア
と
は
違
っ
て
、
南
部
の
白
山
エ
リ
ア

は
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
白
川
郷
Ｉ
Ｃ
か

ら
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
観
光
客
が

増
え
て
お
ら
ず
、
南
北
の
観
光
格
差
は
広

が
る
ば
か
り
で
あ
る
。

 

一
方
で
、
住
民
た
ち
が
家
業
に
加
え
て

消
防
団
や
お
祭
り
、
除
雪
な
ど
の
地
域
活

動
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
、
高
齢
化
が
進
ん

で
買
い
物
困
難
者
が
増
え
て
い
る
、
若
者

を
中
心
と
し
た
人
口
流
出
が
止
ま
ら
な
い

と
い
っ
た
地
域
課
題
も
少
な
く
な
い
。
今

回
の「
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
」の
仕
掛
け
人
、
白
川
村
観
光
振
興

課
主
査
の
尾
崎
達
也
さ
ん
は
、
こ
う
し
た

状
況
に
以
前
か
ら
危
機
感
を
覚
え
て
い
た
。

理
想
の
観
光
地
へ
の
第
一
歩
が

協
働
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
だ
っ
た

 

「
私
た
ち
は
、
何
よ
り
も
村
民
の
幸
せ
を

最
も
大
事
に
し
た
い
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
い
ま
村
の『
根
っ
こ
』を
変
え
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
協
働
チ
ー

ム
づ
く
り
の
発
端
に
は
、
そ
う
し
た
私
た

ち
役
場
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
」と
、
尾

崎
さ
ん
は
言
う
。「
い
ま
は
ま
だ
、
村
の

み
ん
な
は
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
い
う
意
識
が
強
い
。
そ
れ
は
大
事
な

こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
村
の
未
来

は
明
る
く
な
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
誰
よ
り

も
ま
ず
自
分
た
ち
が
幸
せ
な
暮
ら
し
を
し

て
、
そ
の
幸
せ
を
お
客
様
に
お
す
そ
分
け

し
て
い
く
と
い
う
の
が
、
私
が
考
え
る
村

の
理
想
の
姿
で
す
。
そ
う
な
れ
た
ら
、
白

川
村
を
よ
り
魅
力
的
に
感
じ
る
お
客
様
が

増
え
、
観
光
地
と
し
て
の
経
営
も
自
然
と

安
定
し
て
い
く
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
が
幸
せ
な
暮
ら
し
を

送
る
た
め
に
は
、
合
掌
造
り
や
茅
に
ゅ
う

（
合
掌
造
り
の
屋
根
材
と
し
て
使
わ
れ
る

茅
を
保
存
す
る
た
め
、
束
に
し
て
積
み
上

げ
た
も
の
）、
す
っ
た
て（
石
臼
で
す
り

つ
ぶ
し
た
大
豆
と
、
味
噌
や
醤
油
を
ベ
ー

ス
に
し
た
出
汁
で
作
る
郷
土
料
理
）、
ど

ぶ
ろ
く
祭
り
、
白
山
エ
リ
ア
に
あ
る
大
白

川
の
自
然
な
ど
、
白
川
村
の
長
い
間
変
わ

ら
な
い
伝
統
や
資
産
を
大
事
に
し
て
、
自

分
た
ち
の
暮
ら
し
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が

何
よ
り
も
大
事
で
す
。

　

そ
う
し
た
伝
統
・
資
産
を
大
事
に
す
る

意
識
は
、
い
ま
は
ま
だ
村
に
浸
透
し
き
っ

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
実
を
言
え
ば
、

私
自
身
、
村
に
誇
り
を
感
じ
、
ず
っ
と
白

川
村
で
暮
ら
し
て
い
く
覚
悟
を
決
め
た
の

は
、
40
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
し
た
。
若
い

村
民
に
は
、
も
っ
と
早
く
か
ら
村
の
あ
れ

こ
れ
を
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
識
を
村
に
広
め
る

第
一
歩
と
し
て
、
今
回
、
ジ
バ
観
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
協
働
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
よ

う
と
思
っ
た
の
で
す
」。

　

尾
崎
さ
ん
の
こ
う
し
た
想
い
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
２
０
１
７
年
７
月
か
ら
ジ

バ
観
の
協
働
チ
ー
ム
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

始
ま
っ
た
。

白川郷の合掌造りはいまや日本だけでなく、世界でも広く知られるようになってきた。

白川村の郷土料理・すったてを
使った「すったて鍋」は村の新た
な魅力の1つだ。

「ミニ茅にゅうづくり体験（21ページ）」は、村の伝統の1つ、
茅にゅうに触れるモニターツアーだ。
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第①回  2017年7月27日　
第②回  2017年8月1日　
第③回  2017年8月26日
　協働チーム会議の最初の3回は「チー
ムビルディング」「個人ビジョンの共有」

「共有ビジョンづくり」を主眼に置いて
行った。ジバ観では、序盤にペアインタ
ビューで想いや価値観を語り合ったり、
仕掛け人が自分の想いをストーリーテリ
ングしたりして、お互いを知る時間を多く
取るのが通例だ。長年同じ地域に住んで
いても、それぞれがどういった想いを抱
いているか、何を考えているかは意外と
知らないものだ。協働チーム内の絆と学
びを深めるには、こうしたことを知り合う
時間が欠かせないのだ。その上で、実現
したい未来をみんなで話し合って白川村
の「ありたい未来」を創り出し、最高の未
来像を「寸劇」で表現するなどして、共有
ビジョンを固めていった。最終的に、共

有ビジョンは「暮らす人も訪れる人もどこ
にいっても楽しめる白川村」に決定。ま
た、3回目終了後からSNSを使ったスケ
ジュール相談や進捗フォロー、宿題の共
有などを始め、会議と会議の合間にもコ
ミュニケーションを活発にしていった。

　協働チームのメンバーは尾崎さんが選
び、直接声をかけていった。「メンバーの
皆さんを口説く自信はありました。なぜな
ら、多くの村民が『何かを変えなくてはな
らない』『自分は変わらなくてはならない』
と思っていて、そのきっかけを求めていた
からです」（尾崎さん）。その結果、世界
遺産白川郷合掌造り保存財団で働く女
性職員、民宿の若旦那兼おみやげ店の

主人、合掌造り民家園のスタッフ、合掌
造り公開施設の若旦那、地元の和菓子
職人、白山エリアの民宿の若女将と旅館
の若旦那、製造工場に勤務する白山エリ
ア住民、そして村役場の若手メンバーと、
尾崎さんを加えて計10名が参加すること
になった。村の中堅・若手層を中心に、
北部・南部から多様な立場・職業のメン
バーが集まって、協働チームが始まった。

第④回  2017年9月7日　
第⑤回  2017年9月29日　
第⑥回  2017年10月5日
　次の３回の会議では、「モニターツアー」
の企画・計画を行った。話し合うなかで、

「観光客の多くは世界遺産エリアを1、２
時間見て回ったら帰ってしまう。それでは
本当の村の良さが伝わらないのではない
か」「合掌造りのほかに何かありますかと
宿泊客に聞かれたとき、何も答えられな
い」といった問題が浮かび上がってきた。
また、観光動態調査から、リピーターや
若い世代の観光客が少ないことなども明
らかになった。これらの問題を解決する
ために、魅力的かつ実現可能性の高い
体験ツアーのプランを考えるという取り
組みを持つことにしたのだ。
　そこでまず、「マンダラート」（下部写真）
という発想ツールを使って各自がアイデ
アを出し、そのアイデアからプランを生み
出していった。それらの中からモニターツ
アーで実施するプランを決め、実際にビ
ジネスに使われているフォーマットシート
を使用して、スケジュールや手順、実行
者、料金などを明確にしていった。次に、
実行すると決めたツアー企画ごとにチー
ムを組み、SNSで各チームのグループを
立ち上げて、各自が空き時間を使って
着 と々準備を進めていった。

❶協働チームを立ち上げる

❷共有ビジョンを考える

❸モニターツアーを　   
　準備する 白川村の協働チーム

育成ストーリー
岐阜県

今回のプロジェクトでは、6カ月で全9回の会議を行った。
（※そのうち1回はメンバーによる自主会議）
エピソードを交えながら、その全貌を紹介する。

20　June  2018



大白川トレイル

全員が全員に対して付箋をつけてフィードバック
をしていった

遠山家ごはん ミニ茅にゅうづくり体験

すったて鍋づくり体験モニターツアー後の振り返り会

第⑦回  2017年10月25・26日
　いよいよ7回目に、以下の4つの「モニ
ターツアー」を実施した。
●白川郷世界遺産エリアを楽しく学ぶ「ウ

キウキナゾときラリー」
●合掌造りに欠かせない茅の保存のため

に作る茅にゅうについて知る「ミニ茅にゅ
うづくり体験」と合掌造りの旧遠山家で
地元食材をふんだんに使ったごはんをい
ただく「遠山家ごはん」

●白山エリアにある白山国立公園大白川
園地で遊ぶ「大白川トレイル」

●白川村の名物料理・すったて鍋を学ぶ
「すったて鍋づくり体験」

　ツアー参加者には、村民と交流しなが
ら、合掌造り、茅にゅう、大白川、すったて

など、白川村がもともと持っていた文化や
自然をより深く体験できるツアーを実際に
体験していただき、終了後の2日目には彼
らから忌憚のない意見をいただいた。また、
ツアーを実施するにあたっては、地元のレ
ストラン（遠山家ごはん）や料理人（すった
て鍋づくり体験）、トヨタ白川郷自然学校
のスタッフ（大白川トレイル）など、地域内
のさまざまな方に協力していただいた。

第⑧回  2017年11月30日　
第⑨回  2017年12月12日
　8回目・9回目は振り返りの時間だ。8
回目は協働チームの自主開催会議で、モ
ニターツアーをこれから継続的に実施・
運営していく上での課題の洗い出しを行
った。どうすればもっと良いツアーになる
のか、どうすれば何回も継続して実施で
きるのか、どうすれば採算がとれるのか
といったことについて、夜遅くまで時間
を忘れて知恵を出し合った。課題は多い
が、一つずつ解決していけば、いくつか
のツアーは本格的に実行・運営できるこ
とが見えてきた。9回目は、この6カ月の
振り返りとして、モニターツアーの挑戦か
ら見えてきたことを改めて一人ひとりが内
省して学びを深めたり、全員が全員に対
して成長・変化・感謝のフィードバックを
して関係性を改めて深めたり、次年度の
取り組みについて話し合ったりした。

❹モニターツアーを実施する

❺6カ月を振り返る

ウキウキナゾときラリー
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滝麻衣子さん

世界遺産白川郷合掌造り保存財団 職員民宿 幸エ門 若旦那・
お土産処 かたりべ 店主旅籠 白山館 若女将

大谷直之さん大澤江美さん

協 働 チ ーム メンバ ー の 声

岐阜県白川村
魅力ある観光地域づくり推進事業

協働チームに参加したメンバーに、
半年間の感想やいまの想い、これからの展望などを伺った。

　今回、協働チームに加わったのは、「白川
村はこのままでいいのだろうか？」という想い
からでした。何よりも、住んでいる私たち自
身が楽しめていないことが気になっていたん
です。私たちには、どこかに「お客様は来て
くれて当たり前」で、「これまで通りにやってい
ればいい」と思ってしまっているところがあり
ますが、それでは良くありません。そうでは
なくて、遠いところからわざわざ来てくださっ
たお客様たちともっと話したり、おもてなし
したりする積み重ねで、暮らす人も訪れる人
も楽しむ白川村、何年後にもお客様の記憶
に残る場所にできたらと思っていました。
　体験ツアーもそういう白川村を創る手段の
１つです。今回のモニターツアーで、将来的
にツアーを実現できる道筋が見えてきまし
た。また、個人的には最初は何のアイデア
も出なくて辛かったのですが、いまではネッ
ト情報などを参考にして、自らツアーのアイ
デアを考えるまでになりました。次は、村の
若手などを巻き込んで、みんなで話し合う場
を創りたいと思っています。そうした場から、
自分たちが楽しく過ごすためのヒント、お客
様をおもてなしするヒントがきっと出てくるか
らです。協働チームに参加する前は「なんと
かならんかなあ」と思っていましたが、それが
いまは「何とかしなきゃ」に変わりました。

　協働チームに入ったのは、自分にとって良
い勉強になるだろうと思ったからです。とい
うのは、私は実は昨年まで建設業に就いて
いて、ちょうど民宿とお土産処の仕事を始め
たばかりだったのです。チーム会議の序盤は
わからないことだらけで、３回目くらいでよう
やく趣旨がわかってきました。結局最後まで
不安で一杯でしたし、話すのが苦手というこ
ともあって会議のすべてが大変でしたが、こ
の半年でかなり話すのに慣れ、どうすれば
お土産処のお客様が増えるのかといったこ
とも考えられるようになりました。　
　私のお土産処は、バス停車場方面からだ
と世界遺産エリアの入口のところにあるの
で、お客様の動向がよく見えます。ですから、
早い人だと、たった１時間ほどで帰ってしま
うのを知っています。そうしたお客様を見る
たびに、もっと住民や文化と触れ合っていた
だき、また来たいと思っていただけたらと思
うのです。そこで私も、白川村の伝統工芸

「ヒデ細工」を習い、宿のお客様に教えるサ
ービスを始めようとしています。また、「春駒
踊り」という村の祝い踊りや「祭りの一座」に
も参加し、村の文化を楽しみながら受け継い
でいます。これから協働チームをもっと大き
くして、こうした文化の継承にも、メンバー
と一緒に取り組んでいけたらと思っています。

　以前から、私の住む白山エリアの観光客
の少なさに危機感を抱いていました。また、
白川郷観光以外のアクティビティがほとんど
ないことも問題でした。たとえば、悪天候
で白川郷の散策が難しいとき、当日でもお
客様に勧められる体験ツアーが何かほしい
のです。今回、モニターツアーづくりができる
と聞き、それならと思って参加しました。本
当に濃密なプログラムで、その期間はいつも
チームやツアーのことばかり考えていました。
マンダラートなどの宿題は難しかったですが、
学ぶことが多く、ツアーも楽しくできました。
個人的には「ミニ茅にゅうづくり体験」が気
軽にできるようになれば、お客様に勧めやす
くていいと思います。
　あと、協働チームのみんなと仲間になれ
たのは大きな財産です。顔見知りではあった
けれど、どんなことを考えているかまでは知
りませんでした。それが今回、全員の考えを
聞いて、尊敬できる人たちばかりだと思うよ
うになりました。それから、北部の見方も変
わりました。これまでは、世界遺産エリアは
観光客が多くて羨ましいとばかり思っていた
のですが、その伝統や価値を守ることの大
変さを知りました。いまはもう北部が良いな
どとは思っていません。一緒に良くなってい
けたらと思っています。

お土産処のお客様を増やす
方法も考えられるように

「北部が羨ましい」から
「一緒に良くなろう」に変わった

22　June  2018

暮らす人も訪れる人も
楽しめる白川村にしたい！



フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

研
鑽
の
場
も
用
意
し
て
い
る

　

ジ
バ
観
は
、
エ
リ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
研
究
員（
草
刈
）、
そ
し
て
協
働
チ
ー

ム
会
議
を
担
当
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
い
う
チ
ー
ム
体
制
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
今
回
の
白
川

村
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
平
澤
勉
さ
ん

と
菊
野
陽
子
さ
ん
が
事
業
全
体
の
プ
ロ
セ

ス
デ
ザ
イ
ン
と
各
会
議
で
の
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
彼
ら
が
重
視
し
て

い
る
の
は
、
地
域
の
現
状
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
地
域
自
ら
が
変
わ
ろ
う
と
す
る
プ

ロ
セ
ス
に
本
気
で
向
き
合
う
こ
と
だ
。
尾

崎
さ
ん
は
こ
う
話
し
て
い
た
。「
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
お
二
人
に
情
熱
が
あ
っ
て
、

と
き
に
私
た
ち
と
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
私

た
ち
と
同
じ
方
向
を
向
き
、
私
た
ち
の
こ

と
を
深
く
理
解
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
手
間

ひ
ま
を
か
け
て
良
い
も
の
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
関
係
を
築
け
た
こ
と
が
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
う
ま
く
い
っ
た
大
き
な
要
因
の

１
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　

な
お
、
ジ
バ
観
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
で
実
践
を
積
ん
で
い
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
全
員
で
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技

術
や
観
光
地
域
な
ど
に
つ
い
て
学
び
合
う

合
宿
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
自
ら

実
践
と
学
び
を
続
け
る
協
働
チ
ー
ム
を
育

成
す
る
に
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
自
身

も
常
に
実
践
と
学
び
を
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ジ
バ
観
は
そ
う
考
え
て
い
る
。

白
川
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

２
年
目
も
継
続
す
る

　

最
後
に
、
今
後
に
つ
い
て
少
し
だ
け
お

伝
え
し
た
い
。
白
川
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

２
年
目
も
継
続
す
る
。
２
年
目
は
、
１
年

目
に
行
っ
た
観
光
づ
く
り（
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
づ
く
り
）を
地
域
づ
く
り
と
接
続
す

る
と
と
も
に
、
協
働
チ
ー
ム
の
動
き
を
村

内
全
体
に
波
及
さ
せ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

よ
り
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た

琴
平
町
、
山
形
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
白
川
村
な
ど
の

横
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
お
互
い
の
事

例
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
つ
く
る
構
想
も
練
っ
て
い
る
。

　

ジ
バ
観
で
は
協
働
チ
ー
ム
を
育
成
し
た

い
新
た
な
観
光
地
域
を
募
集
し
て
い
る
。

特
に
、
白
川
村
の
よ
う
に
楽
し
い
観
光
づ

く
り
と
楽
し
い
地
域
づ
く
り
の
両
立
を
目

指
す
地
域
に
は
、
多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提

供
で
き
る
は
ず
だ
。
お
悩
み
の
地
域
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　観光地域で暮らす人々の生活は本当に忙し
い。将来の観光地域づくりを担う若手世代と
話すと、ホテルや旅館、土産屋などを営みな
がら、消防団や青年部など、地域の日々の生
活を支える役をいくつも掛け持ちしている、と
いう人が多い。「観光をもっと盛り上げたい」と

「日々の暮らしをより豊かにしていきたい」。観
光づくりと地域づくり、この2つの両立は、決
して簡単なことではないはずだ。
　今回ご紹介した岐阜県白川村の協働チーム
メンバーも、このような環境の中で日々生活
している。彼らは今回、村の実現したい姿（共
有ビジョン）を「暮らす人も訪れる人もどこにい
っても楽しめる白川村」と表現した。観光客が
楽しめることはもちろん、地域で暮らす人 も々
日々楽しみを感じながら生活ができる。観光
づくりと地域づくりの両立というありたい姿を
表す1つのイメージとして、同じようなビジョン
を描いている地域は、他にもいくつもあるの
ではないだろうか。
　一方で、地域の観光を盛り上げていこうと
奮闘している方々に１人ひとり話を聞いて回る
と、同じようなビジョンを描いているにもかか
わらず共に動くことができておらず、孤独感や
疲弊感を感じている方が多いという現状もあ
ると感じている。
　地域をよりよくしていきたい。次の世代に豊
かな暮らしや文化を継いでいきたい。そんな

「地域愛」で１人ひとりがつながり、自分たちの
地域の未来をつくるために立ち上がるチーム
が生まれていく。そしてそのチームが取り組み
の起点となり、観光地域づくりが大きく成長
していく。それがジバ観を推進する私たちが
描くありたい姿だ。実現に向けて、引き続き
地域の皆さんと共に“チーム”で取り組んでい
きたい。

持続する観光地域づくりのために
1人ではなくチームで取り組もう

担当研究員より

地域内外の人を惹きつけていく地域・観光ブランドづ
くりの基盤となるチームを、行政・民間・住民の協働
を起こすことでつくりあげていく「観光ジバづくりのた
めの協働チーム育成研究（ジバ観）」を担当。

じゃらんリサーチセンター
研究員
草刈良允

ジ
バ
観
自
体
の
こ
と
や
今
後
の
ジ
バ
観
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

ジ
バ
観
の
体
制
と
今
後

23 June  2018　



欧
米
に
も
国
内
に
も
先
行
事
例
は
多
数
。

参
考
に
す
る
べ
き
事
例
と
は
？

　

２
０
１
８
年
３
月
30
日
現
在
、
日
本
版

D
M
O
候
補
法
人
1
2
8
件
、
日
本
版

D
M
O
登
録
70
件
。
２
０
２
０
年
に
は
世

界
水
準
の
D
M
O
法
人
が
１
０
０
認
定
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
先
も
登
録
は

増
え
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
観
光
地
経
営

の
プ
ロ
で
あ
る
D
M
O
だ
が
、
そ
の
継
続

の
た
め
に
は
安
定
し
た
財
源
が
不
可
欠
。

D
M
O
の
実
践
と
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

た
近
畿
大
学
教
授
の
高
橋
一
夫
さ
ん
に
、

そ
の
必
要
性
や
、
参
考
と
な
る
国
内
外
の

事
例
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
こ
う
。

J
R
C　

欧
米
に
は
D
M
O
の
先
行
事
例

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
中
に
は
自※

１

主
事

業
収
入
が
４
２
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
50
億
４

０
０
０
万
円
）
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る

な
ど
、
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
日

観
光
地
経
営
の
視
点
に
立
ち
、
地
域
作
り
の
舵
取
り
役
と
な
る
D
M
O
。

地
域
活
性
の
カ
ギ
と
な
る
施
策
へ
の
注
目
は
高
ま
る
ば
か
り
だ
。

そ
し
て
安
定
し
て
継
続
的
な
経
営
の
た
め
に
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
の
が
お
カ
ネ
の
問
題
。

ど
の
よ
う
な
財
源
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
の
か
、
こ
の
機
会
に
勉
強
し
て
お
こ
う
。

D
M
O
の
お
カ
ネ
問
題

イ
ラ
ス
ト
＝
武
曽
宏
幸

み
ん
な

ど
う
し
て
る
？

D
e

stin
a

tio
n  M

a
n

a
g

e
m

e
nt/M

a
rketin

g  O
rg

a
niza

tio
n

※１　高橋一夫「DMO  観光地経営のイノベーション」より、バルセロナ観光局の2013年の実績（1ユーロは120円で換算） 24　June  2018



本
か
ら
見
る
と
そ
の
規
模
の
違
い
に
驚
き

ま
す
が
、
日
本
が
参
考
に
で
き
る
事
例
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

高
橋
さ
ん
（
以
下
、
敬
称
略
）　

資
源
や
、

と
り
ま
く
環
境
は
地
域
ご
と
に
異
な
り
ま

す
か
ら
、
た
く
さ
ん
あ
る
事
例
も
、
全
て

が
参
考
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
全
て

が
参
考
に
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

参
考
に
な
る
事
例
の
１
つ
と
し
て
、
海

外
に
は
T
I
D
（T

ourism
 Im

pro-
vem

ent D
istrict

／
観
光
改
善
地
区
）

と
い
う
制
度
が
あ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ト
ラ
ベ
ル
や
ビ
ジ
ッ
ト
・
ナ
パ
・
バ

レ
ー
が
そ
れ
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
特

定
の
エ
リ
ア
の
不
動
産
所
有
者
や
事
業
者

か
ら
徴
収
し
た
負
担
金
で
そ
の
エ
リ
ア
の

維
持
管
理
・
開
発
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
「
B
I
D
（B

usiness Im
pro-

vem
ent D

istrict

）」
と
い
う
制
度
が
あ

る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
領

域
で
行
う
も
の
が
Ｔ
Ｉ
Ｄ
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
エ
リ
ア
の
宿
泊
施
設
事
業

者
な
ど
か
ら
一
定
割
合
の
負
担
金
を
出
し

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
活
用
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。

J
R
C　

宿
泊
税
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
？

高
橋　

こ
う
し
た
分
担
金
は
行
政
が
徴
収

を
し
ま
す
が
、
市
議
会
を
経
ず
に
D
M
O

に
交
付
さ
れ
ま
す
。
日
本
で
も
、
今
年
2

月
に
地
域
再
生
法
の
改
正
案
と
し
て
「
エ※

２

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度
」が
閣

議
決
定
さ
れ
、
T
I
D
と
似
た
よ
う
な
制

度
が
展
開
で
き
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し

た
。

　

日
本
で
は
、「
自
助
」
ま
た
は
「
公
助
」

と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
資
金

の
あ
り
方
で
し
た
。
自
分
だ
け
で
頑
張
る

か
、
補
助
金
な
ど
に
頼
る
か
の
い
ず
れ
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
こ
れ
を
機
に
、

関
係
す
る
メ
ン
バ
ー
が
お
金
を
出
し
合
う

「
共
助
」
と
い
う
考
え
方
が
出
て
く
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
D
M
O
を
育
成
し
た

い
と
か
、
D
M
O
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と

思
う
地
域
は
、
こ
の
制
度
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

J
R
C　

つ
ま
り
地
域
の
方
た
ち
が
、
安

定
し
て
継
続
的
な
運
営
の
た
め
に
、
ま
ず

は
身
銭
を
切
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？

高
橋　

そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
の
方
と

D
M
O
と
の
間
で
緊
張
感
が
生
ま
れ
る
。

良
い
緊
張
感
が
あ
る
関
係
と
い
う
の
は
大

事
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
ち
ゃ
ん
と
責
任

を
果
た
す
だ
け
の
分
担
金
を
出
し
て
い
れ

ば
、
意
見
を
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
お
金

を
預
か
っ
た
側
（
D
M
O
）
に
も
成
果
を

出
す
と
い
う
責
任
が
つ
い
て
く
る
わ
け
で

す
。
成
果
が
出
れ
ば
、
次
の
手
を
打
つ
こ

と
が
で
き
る
。
こ
う
や
っ
て
好
循
環
を
生

み
出
す
関
係
が
で
き
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

J
R
C　

お
金
を
預
か
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
見
返
り
に
納
得
で
き
る
成
果
を
出
す

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

高
橋　

補
助
金
や
助
成
金
も
、
国
か
ら
の

予
算
を
当
て
に
す
る
の
で
は
な
く
、
地
元

の
行
政
が
出
し
続
け
る
と
い
う
体
制
を
整

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
が

あ
る
と
地
域
が
認
め
た
組
織
と
い
う
こ
と

な
の
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
補

助
金
や
助
成
金
は
3
年
で
１
つ
の
区
切
り

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
頼
り
切
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
場
合
が
多
い
。
D
M

O
の
自
主
財
源
の
価
値
は
、
行
政
が
規
定

し
た
枠
組
み
以
外
に
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を

持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
財

源
面
の
制
約
か
ら
実
現
が
困
難
で
あ
っ
た

事
業
な
ど
に
使
え
る
こ
と
で
す
。
補
助
金

な
ど
を
使
い
な
が
ら
助
走
す
る
間
に
、
観

光
関
連
事
業
者
の
方
た
ち
の
中
か
ら
、
そ

う
い
う
共
助
的
な
声
が
出
て
く
る
の
が
望

ま
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

J
R
C　

国
内
で
そ
の
よ
う
な
T
I
D
的

※２ エリアマネジメント負担金制度
　海外のBID制度等を参考とし、市町村
が地域再生に資するエリアマネジメント活
動に要する費用を受益者から徴収し、エ
リアマネジメント団体に交付する官民連
携の制度。活動例としては、オープンス
ペースの活用やイベントの開催など。
　地域の賑わいの創出に寄与する施設

（自転車駐輪施設、観光案内所等）を都
市公園の専用許可対象に追加。
　フリーライダーの発生を防ぎ、安定的
な活動財源を確保し、地域再生に資する
エリアマネジメント活動を促進していく。

近畿大学経営学部 教授　
高橋一夫さん
JTBで事業部長を歴任後、流
通科学大学教授を経て、現職。
総務省地域再生マネージャー
も務める。DMOについての講
演、著作多数。「DMO　観光
地経営のイノベーション」（学芸
出版社）ほか。経済産業省「産
学連携サービス人材育成事業」
では「観光地経営を担う日本版
DMOの人材育成プログラム開
発」にも取り組んでいる。

〝
共
助
〞
の
仕
組
み
で

地
域
の
財
源
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
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（
共
助
的
）
な
考
え
が
ま
だ
根
付
い
て
い

な
け
れ
ば
、
地
域
の
合
意
を
得
る
こ
と
自

体
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
多
そ
う
で
す
が
。

高
橋　

T
I
D
に
し
て
も
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
負
担
金
の
制
度
に
し
て
も
、
地
域

の
3
分
の
2
以
上
が
賛
成
な
ら
、
残
り
3

分
の
1
が
反
対
し
て
も
、
全
て
か
ら
徴
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
払
っ
て
い
な
い

け
ど
エ
リ
ア
の
地
価
や
イ
メ
ー
ジ
が
上
が

っ
て
得
を
す
る
と
い
う
、
事
業
の
成
果
に

た
だ
乗
り
を
す
る
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
を
な

く
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

メ
リ
ッ
ト
が
出
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
受

益
の
中
で
一
定
の
分
担
を
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
が
根
付
い
て
い
く
こ
と
が
、
今
の

時
代
感
覚
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
地
域
に
人
を
呼
ん
で
こ
よ
う
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
、
一
定
程
度
の
投
資
、

つ
ま
り
、
お
金
が
な
い
と
回
っ
て
い
か
な

い
時
代
だ
と
い
う
認
識
を
も
っ
と
強
く
持

つ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
今
は
S
N
S
の
時
代
だ
か
ら
お

金
は
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
話
を
さ

れ
る
方
が
い
ま
す
。
Yo
u
T
u
be
で
行

政
関
係
の
ビ
デ
オ
が
よ
く
視
聴
さ
れ
、
再

生
回
数
が
増
え
て
き
て
い
る
と
メ
デ
ィ
ア

で
紹
介
さ
れ
た
り
も
し
ま
す
。
し
か
し
、

実
は
そ
こ
に
は
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
広
告
の

よ
う
な
ｗ
e
b
広
告
が
打
た
れ
て
い
る
こ

と
で
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
今
の

S
N
S
の
情
報
の
氾
濫
を
考
え
た
ら
、
知

ら
な
い
地
域
の
情
報
に
行
き
着
く
こ
と
自

体
が
大
変
で
し
ょ
う
。

　

認
知
度
を
上
げ
た
だ
け
で
は
必
ず
し
も

そ
の
地
域
に
来
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い

の
で
す
。
認
知
度
を
高
め
た
ら
、
実
際
に

訪
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
プ※

３

ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
・
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、
そ
の
土
地
に

行
こ
う
と
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
D
M
O
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
へ
の
期
待
は
、
集
客

力
と
地
元
の
消
費
単
価
の
ア
ッ
プ
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
報
酬
は
必
要
だ
し
、
そ
の

報
酬
に
見
合
っ
た
成
果
を
出
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
分
担
金
を
出
す
事
業
者

と
の
良
い
緊
張
感
も
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
D
M
O
は
、
行
動
だ
け
で
は

な
く
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

J
R
C　

戦
略
が
な
い
と
こ
ろ
に
は
お
金

は
来
な
い
し
、
お
金
が
な
け
れ
ば
戦
略
も

な
い
と
。

高
橋　

そ
う
で
す
。
だ
か
ら
財
源
が
必
要
。

そ
し
て
、
そ
の
お
金
を
使
い
こ
な
し
て
成

果
を
上
げ
る
人
材
が
必
要
な
の
で
す
。
そ

れ
を
自
分
た
ち
で
し
っ
か
り
支
え
て
い
く

と
い
う
地
域
の
理
解
や
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
負
担
金
の
よ
う
な
法
制
度
も
必
要

で
す
。
一
方
で
、
安
定
し
て
継
続
で
き
る

D
M
O
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
に
、
財

源
だ
け
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
D
M
O
の

課
題
に
対
し
認
識
不
足
で
す
。
少
人
数
で

運
営
を
し
て
い
る
D
M
O
で
は
、
全
て
の

取
り
組
み
を
内
製
化
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

外
部
に
任
せ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

事
業
者
を
し
っ
か
り
と
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
き
る
能
力
が
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
任
せ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
人
材
を
外
部
か

ら
登
用
す
る
に
し
て
も
、
育
て
て
い
く
に

し
て
も
費
用
は
か
か
り
ま
す
。

J
R
C　

T
I
D
以
外
に
、
参
考
に
で
き

そ
う
な
財
源
の
事
例
は
あ
り
ま
す
か
？

高
橋　

ア
メ
リ
カ
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州

D
M
O
は
売
上
税
の
中
か
ら
資
金
を
調
達

し
て
い
ま
す
。
売
上
に
対
す
る
観
光
の
度

合
い
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
宿

泊
の
場
合
は
１
０
０
%
観
光
に
貢
献
し
て

い
る
と
判
断
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

J
R
C　

売
上
税
の
中
か
ら
、
観
光
に
貢

献
し
た
と
み
な
し
た
分
を
抜
き
出
し
て

D
M
O
の
財
源
に
回
す
。
地
域
の
理
解
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
仕
組
み
で
す
ね
。

高
橋　

日
本
で
も
、
下
呂
市
（
岐
阜
県
）

が
２
０
１
０
年
か
ら
、
入
湯
税
を
観
光
振

興
中
心
に
活
用
す
る
方
針
を
決
定
し
実
行

し
て
い
ま
す
。　

１
年
間
に
１
０
０
万
人

が
宿
泊
す
る
と
い
う
下
呂
温
泉
で
す
か
ら
、

１
人
１
５
０
円
の
入
湯
税
だ
と
し
て
、
１

戦
略
の
な
い
と
こ
ろ
に
、

お
金
は
集
ま
ら
な
い

お
金
を
効
果
的
に
動
か
す
た
め
に
は
、

人
材
が
必
要

※3 プロモーション・ミックス
広告活動を行う場合に、メディ
ア、コミュニケーション、パブリ
シティ、セールスの4つを最適
に組み合わせ、相乗効果を最
大にすること。
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億
５
０
０
０
万
円
の
財
源
が
確
保
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

入
湯
税
は
鉱
泉
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で

な
け
れ
ば
徴
収
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を

観
光
振
興
に
す
べ
て
使
え
る
と
い
う
の
は
、

D
M
O
（
一
般
社
団
法
人　

下
呂
温
泉
観

光
協
会
）
の
取
り
組
み
が
理
解
さ
れ
、
全

額
を
任
せ
る
価
値
が
見
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
利
害
関
係
が
あ
る

は
ず
の
経
営
者
た
ち
が
１
つ
の
会
社
の
よ

う
に
足
並
み
を
揃
え
て
取
り
組
ん
で
い
て
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
素

晴
ら
し
い
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る

人
材
が
い
る
と
い
う
こ
と
も
大
き
い
で
し

ょ
う
ね
。

J
R
C　

他
に
国
内
で
参
考
に
で
き
る
事

例
は
あ
り
ま
す
か
？

高
橋　

D
M
O
自
体
に
収
入
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
実
績
を
出
し
て
い
る
の
は
、
一

般
社
団
法
人　

田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム

ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
和
歌
山
県
）
で
す
。
世
界

遺
産
の
熊
野
古
道
を
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

中
心
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
、
着
地
型
旅

行
商
品
を
作
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
売

上
は
順
調
に
伸
び
て
い
て
、
昨
年
度
は
３

億
5
0
0
0
万
円
を
超
え
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
き
め
細
か
い
対
応
で
、
人
手
を
か

け
て
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
の
で
、
観
光
客
か
ら
も
取
扱
手

数
料
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

で
す
。
人
件
費
な
ど
の
一
般
管
理
費
も
出

せ
て
い
る
し
、
目
に
見
え
る
成
果
が
出
て

い
る
の
で
、
地
域
も
事
業
者
も
協
力
的
に

な
り
ま
す
ね
。

J
R
C　

地
域
D
M
O
と
し
て
は
参
考
に

し
た
い
事
例
で
す
ね
。

高
橋　

自
主
財
源
の
確
保
に
は
、
地
域
に

観
光
消
費
を
促
す
力
が
D
M
O
に
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
観
光
消
費
を
促
し
て
、

地
域
の
産
業
の
柱
の
１
つ
に
な
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
地
域
の
中
で
観
光
関

連
事
業
者
と
い
う
方
々
を
い
か
に
増
や
し

て
い
け
る
か
、
裾
野
を
広
げ
て
い
け
る
か

と
い
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
わ
け

で
す
。

　

D
M
O
と
い
う
と
、
最
初
は
み
な
さ
ん

「
打
ち
出
の
小
槌
」
か
と
思
わ
れ
た
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
実
際
は

実
に
地
道
な
取
り
組
み
で
す
。
ま
ず
は
、

地
域
事
業
者
の
み
な
さ
ん
方
が
共
助
の
考

え
方
で
負
担
金
、
分
担
金
な
ど
を
出
し
合

え
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
。
国

や
自
治
体
は
法
律
や
条
例
な
ど
で
財
源
を

後
押
し
す
る
。
そ
し
て
大
学
の
研
究
者
は

人
材
育
成
の
た
め
に
何
ら
か
の
寄
与
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
（
高
橋
さ
ん
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
参
照
）。

　

財
源
、
人
材
、
地
域
の
支
援
。
こ
の
三

位
一
体
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
カ
ギ
と

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

J
R
C　

D
M
O
の
財
源
問
題
が
、
人
材
、

地
域
の
理
解
と
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「共助的（受益者負担）」な考えで、
自主財源を作るには？ 

国 内２つの事例を紹 介

　兵庫県、岡山県、広島県、山
口県、徳島県、香川県、愛媛県
の7県による広域連携のせとうち
DMOは、マーケティング機能と
金融支援、2つの組織で「せとう
ちDMO」と呼称する。このせと
うちDMOでは、事業者向けの会
員制支援サービス「せとうちDMO
メンバーズ」でプロモーション、日々の業務、販路開拓・
新商品開発などの支援を行っている。例えば訪日客へ
の対応用に通訳専用のコールセンターを用意するなど、
会員メリットをしっかりと構築し、規模経済性を生かし
た、従来の会員サービスとは違った内容が特徴。この
会費が将来的にせとうちDMOを支える自主財源となる
ように、2019年度までには会員数3000となるべく取
り組み中だ。

意欲ある事業者を集める
せとうちDMO

人口減の中、「つながり人口」を増やす
気仙沼観光推進機構

せとうちDMOメンバーズ

気仙沼クルーカード
　共助のためのメンバーを、市民に限定せず“気仙沼
市に接点のある人たち”と定めているのが気仙沼観光
推進機構（宮城県）が発行する「気仙沼クルーカード」。
市内の加盟店で提示すると利用者は100円につき1ポ
イントを貯められるが、このポイントを有効期限内に使
い切らなかった失効益がDMOの財源となる仕組みだ。
ポイントは着地型観光商品や、祭り、図書館、市内の
net通販会社など様々なシーンで貯める機会がある。
人口減が大きな課題となっている中で、市という境界に
とらわれずに、「気仙沼住民」を増やすことを戦略の1つ
としている。
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入
湯
税
１
億
５
０
０
０
万
円
で
観
光
振
興
。

取
り
組
み
も
成
果
も「
見
え
る
化
」が
キ
メ
手

一
般
社
団
法
人 

下
呂
温
泉
観
光
協
会（
岐
阜
県
）

下
呂
温
泉
観
光
協
会

田
辺
市
熊
野

ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー

地
域
の
理
解
を
得
て
、

財
源
が
確
保
で
き
て
い
る
そ
の
ワ
ケ
は
？

齢
な
ど
の
傾
向
も
出
し
て
い
る
の
で
、
市

民
の
方
も
取
り
組
み
の
効
果
を
実
感
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
」。
お
客
様
が
払
っ

た
入
湯
税
を
預
か
る
こ
と
で
、
意
識
が
変

利
害
を
超
え
て
足
並
み
を
揃
え
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
フ
ル
活
用

　

下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
財
源
は
、
観
光

協
会
会
費
と
入
湯
税
。
入
湯
税
は
前
出
の

よ
う
に
１
億
５
０
０
０
万
円
ほ
ど
に
な
る
。

そ
れ
ほ
ど
の
金
額
を
観
光
振
興
に
使
え
る

こ
と
は
D
M
O
と
し
て
実
に
あ
り
が
た
い

話
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
理
解

さ
れ
、
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
下
呂
温
泉
で
は
統
計
を
50
年

ほ
ど
前
か
ら
取
っ
て
い
る
が
、
活
用
に
つ

い
て
の
勉
強
会
は
入
湯
税
導
入
の
数
年
前

か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
そ
こ
へ
２
０

１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
苦
し

い
状
況
の
中
、
震
災
後
２
カ
月
ほ
ど
で
対

前
年
を
上
回
る
と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
成
果
が
出
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
大
切

さ
を
痛
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

下
呂
温
泉
の
状
況
を
全
て
報
告
。

そ
し
て
政
策
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開

　

そ
れ
で
は
そ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
元

に
な
る
デ
ー
タ
は
ど
の
よ
う
に
集
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。
実
は
下
呂
温
泉
で
は
、
稼

働
率
を
は
じ
め
と
す
る
経
営
情
報
を
各
旅

館
が
隠
さ
ず
に
出
し
合
っ
て
い
る
の
だ
。

そ
れ
も
月
末
ま
で
の
情
報
は
翌
月
10
日
締

め
で
集
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
１
週
間
以
内

に
そ
れ
を
元
に
し
た
会
議
が
行
わ
れ
る
と

い
う
、
一
流
企
業
も
顔
負
け
の
デ
ー
タ
分

析
力
で
あ
る
。
競
合
同
士
で
あ
る
は
ず
の

宿
同
士
が
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
ま
と
ま
る
の

だ
ろ
う
。

　

そ
の
秘
訣
を
下
呂
温
泉
観
光
協
会
長
の

瀧
康
洋
さ
ん
（
水
明
館
社
長
）
に
伺
っ
た
。

「
そ
れ
は
、
き
ち
ん
と
会
員
の
み
な
さ
ん

に
報
告
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
今
年
度
の

状
況
、
下
呂
温
泉
を
取
り
巻
く
環
境
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
そ
れ
を
元
に
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
進
捗
状
況
な
ど
、
全
て
共

有
し
て
い
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

元
に
、
下
呂
温
泉
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
2
年
ほ
ど
前

か
ら
は
、
観
光
協
会
だ
よ
り
を
年
4
回
、

新
聞
広
告
に
入
れ
て
市
内
に
配
っ
て
い
ま

す
。
観
光
客
の
方
の
出
身
地
（
国
）、
年

高
橋
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
登
場
し
た
、
国
内
2
カ
所
の
自
主
財
源
確
保
の
先
行
事
例
。

そ
の
道
の
り
や
努
力
を
探
っ
て
み
た
。

□マーケティングなどのスタッフは約15名
□入湯税以外の自主財源への取り組み

◯電動アシスト自転車の貸し出し。2017年7
月開始。10月時点で35万円超の収益。今
年度は5台追加し、計10台で稼働

◯宿、飲食店などの情報を1つにまとめた総合
的フリーペーパーでの広告収入（今年度スタ
ート予定）

（一社）下呂温泉観光協会
財源確保の取り組み

下呂温泉観光協会の入湯税の配分図

積立金
5000万円

税収
1億5000万円

商工会
300万円

他に特別誘客対策協議会事務局観光課予算として
700万円

旅館協同組合
4000万円

特別誘客対策協議会
1億円

観光協会
5000万円

日本三名泉の一つに数えられる下呂温泉

28　June  2018



熊
野
古
道
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
特
化
戦
略
で

3
億
円
を
超
え
る
自
主
事
業
収
入

一
般
社
団
法
人 

田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
和
歌
山
県
）

齢
な
ど
の
傾
向
も
出
し
て
い
る
の
で
、
市

民
の
方
も
取
り
組
み
の
効
果
を
実
感
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
」。
お
客
様
が
払
っ

た
入
湯
税
を
預
か
る
こ
と
で
、
意
識
が
変

わ
っ
た
と
い
う
。

　

地
域
に
あ
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
察
知
す

る
。
現
在
、
観
光
協
会
内
の
15
名
ほ
ど
で

こ
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
レ

ベ
ル
も
上
が
っ
て
い
る
中
で
、
成
果
を
出

し
続
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
難
し
い
面
も
あ

る
。
し
か
し
現
状
を
把
握
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
手
を
打
つ
、
そ
の
手
法
で
今

期
は
入
湯
税
の
収
入
が
さ
ら
に
増
え
て
い

る
と
い
う
の
だ
か
ら
見
事
だ
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ブ
ー
ム
以
前
に
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
海
外
に
設
定

　

２
０
０
５
年
の
合
併
に
よ
り
、
近
畿
で

一
番
大
き
な
町
と
し
て
田
辺
市
が
誕
生
。

５
つ
あ
る
観
光
協
会
と
は
別
に
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
特
化
し
た
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ

ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
設
立
さ
れ
、「
熊
野

古
道
を
海
外
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
」

を
業
務
と
し
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

キ
ー
マ
ン
に
、
地
元
の
小
中
学
校
で
A
L

T
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
ブ
ラ
ッ
ド
・
ト
ウ
ル
さ
ん
を
雇
用
。

当
時
は
地
域
に
は
外
国
人
も
見
ら
れ
ず
、

D
M
O
と
い
う
概
念
も
一
般
的
で
な
か
っ

た
時
代
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ

っ
た
が
、そ
の
時
に
議
論
し
て
決
め
た「
ブ

ー
ム
よ
り
ル
ー
ツ
、
乱
開
発
よ
り
保
全
・

保
存
、
マ
ス
よ
り
個
人
」
を
基
本
理
念
に

運
営
。
立
ち
上
げ
た
当
初
は
「
稼
ぐ
」
と

い
う
発
想
は
な
か
っ
た
が
、
地
域
と
し
て

の
課
題
を
克
服
す
る
う
ち
に
、
結
果
と
し

て
現
在
の
よ
う
な
収
益
を
上
げ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
は
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
乗
り
越
え
て
き
た
課
題
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。　

地
域
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

き
め
細
か
い
対
応
が
収
益
に

　

熊
野
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
訪

れ
た
い
と
い
う
外
国
人
の
数
は
増
え
た
。

し
か
し
地
域
ま
で
旅
行
者
を
運
ん
で
く
る

と
い
う
仕
組
み
が
な
か
っ
た
。F
I
T（
個

人
海
外
旅
行
者
）
を
１
、
2
人
山
中
の
民

宿
に
送
っ
た
と
こ
ろ
で
利
益
は
薄
い
た
め
、

旅
行
会
社
に
商
品
を
依
頼
し
て
も
取
り
合

っ
て
も
ら
え
な
い
。
こ
こ
か
ら
ビ
ュ
ー
ロ

ー
が
旅
行
事
業
を
立
ち
上
げ
る
ま
で
に
実

に
4
年
。
そ
の
間
は
情
報
整
理
と
発
信
、

現
地
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
大
き
な
仕
事
と

な
っ
た
。
宿
を
1
軒
1
軒
訪
ね
、
こ
れ
か

ら
連
れ
て
く
る
海
外
の
旅
行
者
の
受
け
入

れ
を
頼
む
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

お
金
の
や
り
取
り
が
で
き
な
い
と
最
初
は

ほ
と
ん
ど
が
断
ら
れ
た
と
い

う
。
英
語
を
学
ぶ
必
要
は
な

い
と
説
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
作
成
し
た

り
、
エ
リ
ア
内
の
看
板
の
英

語
表
記
を
統
一
し
た
り
。
２

０
１
１
年
に
海
外
向
け
の
予

約
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
成

果
が
出
始
め
、
同
時
に
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
事
前
に

決
済
で
き
る
こ
と
か
ら
、
懸

念
さ
れ
て
い
た
宿
で
の
現
金
の
や
り
取
り

も
解
消
で
き
た
。
問
い
合
わ
せ
は
e
メ
ー

ル
で
や
り
取
り
し
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
以
外

の
プ
ラ
ン
作
り
に
も
き
め
細
か
く
対
応
。

「
手
間
暇
省
い
て
効
率
的
に
行
う
と
、
こ

の
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
な
く
て
も
同
じ
。
地
域

の
顔
と
顔
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
組
織
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、
結
果
と
し

て
収
益
に
結
び
つ
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
事
務
局
長　

小
川
雅
則
さ
ん
）。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
は
し
っ
か
り
歩

き
滞
在
日
数
が
日
本
人
の
約
２
倍
に
な
る

た
め
、
観
光
消
費
も
上
が
っ
た
と
い
う
。

熊野古道を歩く外国人観光客

29 June  2018　

□スタッフ23名（正社員、契約社員）
□2017年度の旅行商品による収益
　3億5000万円超

□その他の自主財源への取り組み

◯総売上のうち、旅行商品の売上が9割、
田辺市から委託されたプロモーション事
業収入が1割

◯2017年8月、ノープランで訪れる外国人
観光客向けに、JR紀伊田辺駅近くにリ
アル店舗「熊野トラベル」をオープン。旅
の手配の他に、熊野古道を歩くためのグ
ッズや小物など物販部門にも力を入れて
いく

（一社）田辺市熊野
ツーリズムビューロー

財源確保の取り組み



ク
タ
ー
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
は
何
だ
ろ
う
。

 

「
人
気
に
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
時
代
と

と
も
に
変
わ
り
ま
す
し
、
こ
れ
だ
と
い
う

セ
オ
リ
ー
は
正
直
あ
り
ま
せ
ん
」

　

こ
う
話
す
の
は
㈱
サ
ン
リ
オ
の
広
報
課

課
長
・
東
松
さ
ん
。
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
を
は

じ
め
数
々
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
世
に

送
り
出
し
て
き
た
同
社
で
も
、「
作
っ
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
必
ず
人
気
に
な
る
と
は
限

ら
な
い
」と
い
う
。

　

以
前
は
多
数
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
商
品

化
し
、
直
営
店
で
の
売
れ
行
き
な
ど
の
デ

ー
タ
か
ら
継
続
販
売
す
る
も
の
を
取
捨
選

択
し
て
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
育
て
て
い

っ
た
。
現
在
で
は
消
費
者
の
反
応
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
前
調
査
を
行
い
、

い
く
つ
も
の
候
補
案
か
ら
厳
選
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
だ
け
を
売
り
出
す
方
式
が
基
本
。

そ
う
し
て
自
信
を
も
っ
て
リ
リ
ー
ス
し
て

も
、
人
気
が
出
る
保
証
は
な
い
。

 

「
正
解
は
一
つ
で
は
な
く
、
時
代
背
景
や

流
行
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
よ
っ
て
も
愛
さ
れ

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
違
い
ま
す
。
で
す
か

ら
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
も
、
時
代
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
商
品
に
応
じ
た
デ
ザ
イ
ン
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
ん
で
す
よ
」

　

し
か
し
見
た
目
が
多
少
、
変
わ
っ
た
と

し
て
も
、
消
費
者
に
同
一
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
キ
ャ
ラ
が
ぶ
れ
る
」と
消
費
者
の
混
乱

を
招
き
、
フ
ァ
ン
離
れ
を
招
き
か
ね
な
い

か
ら
だ
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
見

た
目
だ
け
で
な
く
性
格
や
背
景
を
し
っ
か

り
と
設
定
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
と
な
る
。

 

「
ス
ト
ー
リ
ー
が
な
い
と
デ
ザ
イ
ン
の
方

向
性
も
定
ま
ら
ず
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
消

費
者
に
感
情
移
入
、
共
感
し
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
背
景
の
設
定
は
大
切
で
し
ょ
う
」

　

同
社
で
は
自
社
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
運

用
す
る
際
は
も
ち
ろ
ん
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契

約
を
し
た
企
業
に
対
し
て
も「
そ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ら
し
さ
」が
損
な
わ
れ
な
い
運

用
を
求
め
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
フ
ァ
ン
で
あ
る
消
費
者
に
対
す
る
誠

意
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
、
同

社
が
創
業
以
来
守
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

 

「
我
々
が
扱
う
の
は
単
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
グ
ッ
ズ
で
は
な
く
心
と
心
を
つ
な
ぐ
ギ

フ
ト
で
あ
る
、
と
サ
ン
リ
オ
で
は
位
置
付

け
て
い
ま
す
。〝
贈
り
物
に
デ
ザ
イ
ン
す
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〞で
あ
る
と
考
え
る
と
、

お
の
ず
と
人
を
傷
つ
け
る
も
の
や
暴
力
的

な
も
の
は
Ｎ
Ｇ
と
な
る
。
こ
の
点
は
す
べ

て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
共
通
し
て
い
ま
す
」

 「
ギ
フ
ト
」な
の
か
自
分
た
ち
の
組
織
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー

ル
」な
の
か
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使

命
は
異
な
れ
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
る

際
に
サ
ン
リ
オ
の
姿
勢
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は

大
き
い
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト

設
定
、
見
た
目
だ
け
で
は
な
く
背
景
を
含

め
た
デ
ザ
イ
ン
、
誕
生
以
降
の
運
用
時
に

も
気
を
抜
か
ず
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
育
て
て

い
く
意
識
。
こ
の
あ
た
り
に
愛
さ
れ
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
秘
訣
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
導
入
さ
れ

て
お
り
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
対
す
る
親
し

み
を
背
景
に
し
た
企
業
へ
の
好
感
度
の
形

成
」「
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
」「
他
社

と
の
差
別
化
」と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
し
か
し
ま
ず
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
自
体

が
世
間
か
ら
支
持
を
得
な
け
れ
ば
、
そ
の

後
の
メ
リ
ッ
ト
も
享
受
で
き
な
い
。
す
で

に
認
知
さ
れ
人
気
が
あ
る
既
存
作
品
を
使

う
の
も
一
つ
の
手
だ
が
、差
別
化
や
、キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
自
由
な
使
用
権
・
商
品
化
権

を
考
え
る
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
生
み
出
し

た
い
と
こ
ろ
。
で
は
、
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ

他業界から学ぶ
戦略・戦術のヒント
旅行・観光業以外の業界のマーケティング事例や

調査データから、
PDCAサイクルを実現するヒントを探る

MarketingCrossing

9Vol.

見
た
目
の
よ
さ
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

背
景
や
運
用
法
ま
で
徹
底
追
求

世
界
の
サ
ン
リ
オ
に
訊
く
！

愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
生
み
出
し
方

販
売
促
進
や
広
報
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
導
入
す
る
組
織
は
多
数
あ
り
、

各
地
の「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
」も
そ
の
一
種
だ
ろ
う
。
し
か
し
や
み
く
も
に
導
入
し
て
も
効
果
が
出
る
と
は
限
ら
な
い
。

愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
必
要
な
も
の
と
は
…
？ 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
ト
ッ
プ
を
走
る
サ
ン
リ
オ
の
歩
み
か
ら
探
り
た
い
。

●取材協力

株式会社サンリオ
広報・IR室 広報課 課長
東松一男さん
サンリオ商品はいまや世界130
以上の国と地域で販売され海
外のファンも多数。東松さんは
サンリオファンである海外セレ
ブが来日した際、希望に応じ
てサンリオピューロランド来園
時のアテンド手配なども担当。
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サンリオの前身である株式会社山梨シルクセンターを
東京都に設立

自社商品を販売する直営店1号店を
東京都新宿区にオープン

社名を株式会社サンリオに改称

「ハローキティ」が誕生

テーマパーク「サンリオピューロランド」を
東京都多摩市にオープン

テーマパーク「ハーモニーランド」を
大分県日出町にオープン

ペットブームを背景に「チャーミーキティ」が誕生

創業50周年

一般人気投票に向けて「KIRIMIちゃん.」
「ぐでたま」のキャラクターを開発

一般人気投票に向けて「アグレッシブ烈子」の
キャラクターを開発

しながわ観光大使（東京都品川区）に
「シナモロール」が就任

サンリオキャラクターの歩み
1960年

企業や自治体などさまざまな業種・業
態のコミュニケーションツールとしてサ
ンリオキャラクターが活躍中。

一般人気投票で2位だった「ぐでたま」（1位は「KIRIMIちゃ
ん.」）は当初商品化されていなかったが、TVアニメ化した
ことで人気が出て商品発売に至った。

従来は子ども向けだと捉えられてきたキャラクター商品
を、女子高生も愛用するように。爆発的な女子高生ブー
ムと相まって「キャラクター商品は子どもだけのものじゃな
い」と世間の認識が大きく変わった。

東京と大分にある自社キャラクターのテーマパークは、2
次元（グッズ）のキャラクターとリアルにふれあってもらい
消費者からの愛着や人気を育む「キャラクター育成の場」
と捉えている。

ハローキティ誕生翌年の1975年には第1号商品のプチ
パースを発売。

この頃にはキャラクターデザインも自社で行うように。自
社で商品を開発・販売する他、次第にライセンス契約を
した企業でもサンリオキャラクターをデザインした商品が
扱われ始める（寝具、お菓子など）。

アニメや映画など既存作品の二次使用ではなく、オリジ
ナルのキャラクターを文房具や雑貨などの商品にデザイ
ンして販売する事業を開始。当初は外部イラストレーター
にデザインを依頼。

1973年誕生の自社キャラク
ター「コロちゃん」

愛されるキャラクターを
生み育てるには？

国や世代を
超えて愛される
キャラクターへ

Point キャラクターは生んで終わり
じゃない！ どう運用するかまで責任を
もってディレクション

ⓒ1976, 2018 SANRIO CO.,LTD.

モノトーンファッ
ションの流行に合
わせて1987年には
白黒のキティをデザ
イン

Point 「これが正解」というセオリー
はない！ 「時代の価値観」をデザイン
に反映。受け手が感情移入・共感でき
るように姿かたちだけじゃなく背景・性
格も設定

10代～20代をターゲットに2012年に誕生したバ
ンドがテーマの「SHOW BY ROCK!!」はスマホ
のゲームアプリやTVアニメ、ライブなど多方面
で展開

ⓒ2012, 2018 SANRIO CO.,LTD. SP

1971年

サンリオピューロランドでは
キャラクターのショーも

ⓒ1990, 2018 SANRIO CO.,LTD.

ⓒ1973, 2018 SANRIO CO.,LTD.

ハローキティのプチパースは
大ヒット商品となった

ⓒ1976, 2018 SANRIO CO.,LTD.

チャーミーキティはキティち
ゃんが誕生日にプレゼントさ
れた、ペルシャネコの女の子

ⓒ2004,
2018
SANRIO
CO.,LTD.

ⓒ2001, 2018 
SANRIO CO.,LTD.

「食べ物」がテーマの一般人
気投票から「ぐでたま」が誕生

Ⓒ2013, 2018 SANRIO CO.,LTD.
S/D・G

ⓒ1976, 
2018 
SANRIO
CO.,LTD.

時代の流れに合わせ、若者
層や大人も持ちやすいよう
にシンボリックなデザインを
開発

1973年

1990年

1991年

2004年

2010年

2013年

2015年

2017年

◎ターゲットの年齢層に合わせる
◎テーマを決めてデザインして
　人気投票
◎メディアミックス前提で共同開発
◎市場調査をしてデザイン案から
　発売キャラクターを絞る …など

  開発

◎直営店で販売しながら情報発信
◎キャラクターとふれあえる場
　としてテーマパークを活用
◎スマホアプリ、アニメ、バンドと
　コラボした舞台など
　マルチメディアに展開 …など

  育成（プロモーション）

2013年に「しながわみやげ」応援キャラ
クターに任命されていたシナモロールが区
の観光シンボルに昇進（!?）

1974年

1995年頃 キャラクター商品に対する価値観の転換点
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こ
の
１
月
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
（
以
下
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
学
長
に
公
募
で

選
ば
れ
就
任
。
多
く
の
偶
然
が
重
な
っ

て
声
が
か
か
り
、「
自
分
に
は
関
係
が
な

い
は
ず
」
と
思
い
つ
つ
選
考
を
受
け
た

の
に
、「
満
場
一
致
で
決
ま
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
笑
う
。

　

し
か
し
、
選
考
の
プ
ロ
セ
ス
で
感
銘

を
受
け
た
の
は
事
実
だ
。

 

「
選
考
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
日
、
学
食
で

昼
食
を
取
っ
た
の
で
す
が
、
世
界
90
の

国
か
ら
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う

だ
け
あ
っ
て
ま
る
で
若
者
の
国
連
の
よ

う
だ
っ
た
ん
で
す
。
こ
ん
な
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
溢
れ
る
環
境
は
な
い
、
応
援
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
選
考
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
も
驚
き
で
、
副
学
長
、
先
生

方
５
人
、
卒
業
生
２
人
、
職
員
２
人
の

う
ち
、
女
性
が
３
人
、
外
国
人
が
４
人
。

日
本
の
大
企
業
の
指
名
・
報
酬
委
員
会

な
ら
60
代
く
ら
い
の
男
性
が
ず
ら
っ
と

並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
に
富
ん
だ
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
し
っ
か
り
し

て
い
る
し
、
２
０
３
０
年
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
つ
な
ど
夢
も
大
き
い
。『
え
え
大
学

や
な
』
と
思
い
ま
し
た
」

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

60歳で立ち上げた生命保険会社で、数々業界の常識を打ち破ってきたマエストロ。
事実やデータ以外に捉われない、自由で軽やかな目が捉えた、これからの産業と観光業とは。

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
現
代
に
お
い
て
は

供
給
側
も
多
様
で
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
。

生
産
性
を
上
げ
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を

生
む
の
が『
人
・
本
・
旅
』な
の
で
す

写真＝佐藤兼永

『
人
・
本
・
旅
』を
モ
ッ
ト
ー
に

古
稀
の
挑
戦
を
続
け
る
風
雲
児

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）　

学
長

出
口
治
明

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
富
ん
だ

Ａ
Ｐ
Ｕ
の
環
境
に
惹
か
れ
た

H
aruaki D

eguchi

43
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「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
と
い
う
こ
と
は
、

話
題
に
は
な
る
も
の
の
現
実
に
は
な
か

な
か
進
ま
な
い
面
も
あ
る
。
そ
も
そ
も

な
ぜ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
必
要
な
の

か
？
出
口
氏
の
考
え
を
聞
い
て
み
た
。

「
僕
ら
が
若
い
こ
ろ
は『
３
Ｃ
が
な
い
と

デ
ー
ト
も
で
き
な
い
』
と
言
わ
れ
て
車

（
カ
ー
）、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ク
ー
ラ
ー

を
買
っ
た
も
の
で
し
た
。
モ
ノ
が
な
い

時
代
、
３
Ｃ
的
な
商
品
は
作
る
だ
け
で

売
れ
た
の
で
す
。
で
も
、
現
代
は
モ
ノ

が
満
ち
、
完
全
に
サ
ー
ビ
ス
業
中
心
の

時
代
。
そ
う
な
る
と
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

す
る
の
は
過
去
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
、

供
給
側
も
多
様
化
し
な
け
れ
ば
売
れ
る

ア
イ
デ
ア
は
出
な
い
ん
で
す
」

　

新
し
い
ア
イ
デ
ア
で
生
産
性
を
上
げ

な
け
れ
ば
「
貧
し
く
な
る
し
か
な
い
」

と
出
口
氏
。「
成
長
＝
人
口
×
生
産
性
。

人
口
を
増
や
す
の
は
時
間
が
か
か
る
か

ら
、
こ
れ
か
ら
我
々
が
豊
か
に
な
る
に

は
生
産
性
を
上
げ
る
し
か
な
い
ん
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
長
時
間
労
働
な
ん
て
も

っ
て
の
ほ
か
。『
飯
・
風
呂
・
寝
る
』
か

ら
『
人
・
本
・
旅
』
へ
の
転
換
を
、
と

よ
く
話
す
の
は
そ
の
た
め
で
す
」

　

早
く
帰
っ
て
人
に
会
い
、
本
を
読
み
、

旅
で
刺
激
を
受
け
る
。
そ
こ
に
必
要
な

ア
イ
デ
ア
の
源
泉
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。

　

個
人
的
に
も
、
世
界
で
約
１
３
０
０

の
町
を
歩
い
て
き
た
出
口
氏
。
旅
を
経

て
培
わ
れ
た
視
点
は
鋭
い
。

 

「
大
半
の
旅
行
者
は
そ
の
場
所
に
二
度

と
行
か
な
い
か
ら
、『
迷
っ
た
ら
買
う
』

も
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き
、
現
金
で
し

か
決
済
が
で
き
な
け
れ
ば
、
現
金
を
持

っ
て
い
な
い
旅
行
者
に
は
売
る
こ
と
が

で
き
ず
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
鞄
に
も
入
ら
な
い
よ
う
な
丁

寧
な
包
装
の
前
に
や
る
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
」

　

大
切
な
の
は
環
境
の
整
備
。
た
と
え

ば
巡
礼
路
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
ペ
イ
ン

「観光で稼ぐならお金を持っている外国人に来てもらうのが一番。
世界の観光業はみなそうやって発展しています」。読書や旅に裏
付けられ、事実に基づいた思考には説得力がある

日
本
の
観
光
に
目
指
し
て
ほ
し
い

環
境
整
備
と「
気
持
ち
」の
理
解

「ダイバーシティ溢れる環境」と出口氏
が評した立命感アジア太平洋大学

（APU）は、全体の半分を外国籍の学
生が占める多文化環境が特色。イギリ
ス誌『タイムズ・ハイアー・エデュケーシ
ョン』のランキングで、日本の私立大学
で5位と評価されている。「APUで学ん
だ人たちが世界を変える」という2030
年のビジョンを持っていることも、「そん
な先のビジョンを持っている組織は国
連くらい」と出口氏を感心させた。

約90カ国から学生を集め
多文化環境で教育を行う
立命館アジア太平洋大学

所在地は大分県別府市十文字原。2000年
開学と新しいが、九州では九州大学に次ぐラ
ンキング2位、西日本私大1位の実力を誇る

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
時
代
、

供
給
側
に
も
多
様
性
が
不
可
欠

の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
は
、
５
、
６

㎞
ご
と
に
村
が
あ
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

や
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
が
使
用

で
き
る
。
そ
う
と
わ
か
っ
て
い

る
か
ら
旅
行
者
は
安
心
し
て

山
道
を
手
ぶ
ら
で
歩
く
こ
と

も
で
き
る
。

 

「
そ
う
い
う
『
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
』
が
日
本
の
観
光
に
は
足
り
な
い
」

と
出
口
氏
は
指
摘
す
る
。

　

観
光
案
内
所
で
美
味
し
い
店
を
尋
ね

た
と
き
の
対
応
も
、
出
口
氏
が
改
善
を

望
む
と
こ
ろ
だ
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
、

使
え
る
時
間
と
予
算
を
聞
か
れ
て
、『
そ

れ
な
ら
こ
こ
が
い
い
』
と
具
体
的
な
店

を
勧
め
て
く
れ
ま
す
が
、日
本
で
は『
ど

こ
も
お
い
し
い
』
な
ど
と
当
た
り
障
り

の
な
い
こ
と
し
か
言
っ
て
く
れ
な
い
。

地
域
の
和
を
乱
し
た
く
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
肝
心
の
観
光
客
の
気
持

ち
が
二
の
次
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
」

　

そ
う
は
言
い
つ
つ
も
、
日
本
の
観
光

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
は
期
待
を
寄
せ
る
。

「
同
時
期
に
ス
キ
ー
と
ダ
イ
ビ
ン
グ
が

で
き
る
国
な
ん
て
他
に
な
い
し
、
歴
史
、

文
化
、
食
、
自
然
と
、
素
晴
ら
し
い
資

源
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
手
札
は
い
い
ん

で
す
。
麻
雀
に
例
え
る
と
、
今
は
あ
と

少
し
で
清
一
色
が
完
成
す
る
の
に
国
士

無
双
を
狙
っ
て
い
る
状
態
（
笑
）。
も
っ

た
い
な
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
！
」

1948年三重県生まれ。還暦でライフネット生命
保険株式会社を開業、社長・会長を10年勤め、
2018年1月より立命館アジア太平洋大学

（APU）学長。読んだ本は1万冊以上という読書
家としても知られる
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「
た
た
ら
」と
聞
い
て
、
宮
崎
駿
監
督

の
映
画
作
品『
も
の
の
け
姫
』に
出
て

く
る「
た
た
ら
場
」を
思
い
浮
か
べ
る

人
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
木
炭

を
く
べ
砂
鉄
を
投
入
し
た
炉
に
ふ
い
ご

で
風
を
送
り
、
鉄（
和
鋼
）を
造
る
。
映

画
の
表
現
は
実
際
と
は
異
な
る
部
分
も

あ
る
が
、
日
本
古
来
の
製
鉄
技
術
で
あ

る
た
た
ら
製
鉄
を
よ
く
表
し
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
和
鋼
の
中
で
も
不
純
物
元

素
の
含
有
量
が
極
め
て
低
く
、
何
層
に

も
折
り
返
し
鍛
錬
す
る
こ
と
に
よ
る
粘

り
強
さ
や
研
ぎ
性
、
錆
び
に
く
さ
な
ど

の
性
質
を
持
つ「
玉た
ま

鋼は
が
ね」は

、日
本
刀
の

原
料
に
使
わ
れ
て
き
た
。
良
質
な
真
砂

鉄
の
産
地
で
あ
る
中
国
地
方
で
は
た
た

ら
製
鉄
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、

や
が
て
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
る
洋
鉄
に

お
さ
れ
、
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
そ
の

歴
史
は
途
絶
え
る
こ
と
と
な
る
。
同
時

に
、「
玉
鋼
」で
作
ら
れ
る
日
本
刀
も
作

り
続
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
事
態
を
受
け
、
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会（
＝
日
刀
保
）が
奥
出

雲
町
に
あ
っ
た
最
後
の
た
た
ら
製
鉄
場

「
靖
国
た
た
ら
」跡
地
を
復
元
し
、
日
立

金
属
安
来
製
作
所
が
運
営
す
る「
鳥
上

木
炭
銑
工
場
」の
技
術
支
援
を
受
け
て

操
業
を
開
始
し
た
の
が「
日
刀
保
た
た

ら
」で
あ
る
。
現
在
、
た
た
ら
製
鉄
を

受
け
継
ぐ
の
は「
日
刀
保
た
た
ら
」の

み
。
年
１
回
、
厳
冬
期
に
村む
ら
下げ

と
呼
ば

れ
る
た
た
ら
製
鉄
の
技
術
者
や
刀
鍛
冶

ら
が
集
結
し
て
玉
鋼
を
産
出
し
、
全
国

の
刀
匠
に
頒
布
し
て
い
る
。
１
年
に
算

出
す
る
玉
鋼
か
ら
作
ら
れ
る
日
本
刀
は

約
２
０
０
振
り
。「
日
刀
保
た
た
ら
」は
、

伝
統
的
製
鉄
技
術「
た
た
ら
製
鉄
」と

と
も
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
・
技
術
を

伝
え
る
最
後
の
砦
な
の
だ
。
な
お
、
日

立
金
属
安
来
製
作
所
が
た
た
ら
製
鉄
の

技
法
を
現
代
に
活
か
し
て
造
る
カ
ミ
ソ

リ
用
特
殊
鋼
は
、
そ
の
品
質
の
高
さ
か

ら
世
界
中
の
カ
ミ
ソ
リ
メ
ー
カ
ー
に
選

ば
れ
、
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
60
％
を

超
え
る
世
界
一
の
シ
ェ
ア
を
保
っ
て
い

る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。

奥出雲町：推計人口12,220人（平成30年4月1日現在）

1回の操業ごとに粘土で造
られる炉の中に、砂鉄10ト
ン、木炭12トンを入れ三日
三晩燃やし続けた後、解体
された炉の中から「鉧（け
ら）」と呼ばれる鉄が出現
する。写真手前に流れ出て
いる鉄はノロ（鉄滓）、ズク
（銑鉄）と呼ばれる品質の
低い鉄であり、炉の中に形
成される鉧の中でも質のよ
い部分を選別したものが
玉鋼となる

鉧出しの後、時間をかけて完全に冷えてから小
割りされた鉧の中で、破面が均質で良好なもの
の中から最上位に選別された「玉鋼1級Ａ」。1回
の操業で産出する鉧から玉鋼1級品は約2割

1回約2.5トン造られる鉧から、さらに選別されたわず
かな量の玉鋼が、全国の刀匠に頒布される。熱した玉
鋼を打ち延ばしては何層にも折り上げる作業を繰り返
し、「折れず、曲がらず、よく切れる」日本刀が誕生する

奥出雲たたらと刀剣館
たたら製鉄場「日刀保たたら」は原則非公開だが、同じ町内に
ある「奥出雲たたらと刀剣館」で、近世以降のたたら製鉄の歴
史と「日刀保たたら」の操業の様子、玉鋼から作られる日本刀
を見学できる。毎月第2日曜、第４土曜には、奥出雲で作刀
する小林刀匠による作刀鍛錬の実演も行われる。

島根県仁多郡奥出雲町横田1380-1
☎0854-52-2770

島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町

廃
絶
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
現
代

日
本
古
来
の
製
鉄
技
術「
た
た
ら
」と
玉
鋼

に
甦
っ
た

世
界
に
誇
る
美
術
工
芸
、
日
本
刀
を
守
る
た
め
に
…



「楽しい国 日本」の実現に向け
ての提言が観光庁より発表され
ました。日本の観光における体
験型コンテンツの重要性を説い
ています。まだまだ課題はありま
すが、これからの地域発の行動
が期待されています。日本なら
ではの体験から日本の魅力に触
れ、「楽しい国 日本」が世界中
に発信されるためには、潜在的
な体験ポテンシャルを調べ、創
り、磨き、広めることが必要です。
私は日本の観光力はまだまだ高
まり、市場は広がると思っていま
す。2020年には、世界から体験
型コンテンツ大国として認知さ
れ、日本の多くの地域、企業に
世界中から視察依頼が殺到して
いる、そんな世界を共に創って
いきましょう。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-6834-8628
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光・地域振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる
→情報発信→誘客→振り返り→次へ、
というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます
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企画力、データ収集力、ブランド力…
アクションがみえる！ 違いがみえる！

“みえる”
観光基本計画
保養所、古民家、倉庫……
眠れる地域資源をアップデートする

“古い”こそ“新しい”!？

リノベーションの
新常識
価値と感動を
生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
刀鍛冶

吉原義人
他業界から学ぶマーケティング事例
Marketing Crossing
社会を巻き込む
マーケティングで売上拡大

「三方よし」を目指す
クリニカの戦略
From Local
世界に誇るまち・むらのしごと
長野県 ワイン
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地域の住人と都市の住人が
対等な関係で歴史を創っていく
新たな地方創生のアプローチ

vol.
49

「関心がない人」は２割に迫る！
旅の「贅沢化」リスクとは？『じゃらん宿泊旅行調査2017』にみる

「動かない層」「動く層」
事前予約のメリットは？選ばれるコンテンツは？地域消費額UPのカギとなるか体験型観光の“旅前・旅中ネット予約” 最新事情

他業界から学ぶマーケティング事例
Marketing Crossing2ヶ月で2900万再生突破！？魅せる料理動画の制作術価値と感動を生み出す人にインタビューマエストロの肖像イラストレーター　上大岡トメ

From Local世界に誇るまち・むらのしごと千葉県 小湊鐡道
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成長産業を止めないために

「人材×業務」改革が必要

今こそ変える
宿泊業の

「働き方改革」

結局、みんな

どんな旅をしてみたいの？

インタビュ
ーで探る

旅行者のリアル

他業界から学ぶマーケティング事例

Marketing Crossing

従来イメージを
一新して

「憩いの場」へ

カフェ併設の

進化型コインラン
ドリー

価値と感動を

生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像

『エディショ
ン・コウジ・シモムラ』

オーナーシ
ェフ

下村浩司

From Local

世界に誇るまち・むらのしごと
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成長産業を止めないために

「人材×業務」改革が必要

結局、みんな

どんな旅をしてみたいの？

他業界から学ぶマーケティング事例

Marketing Crossing

価値と感動を

生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像
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